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1　 は じめ に

　 今 日は 「古代エ ジプ トと聖書」 と言 う大きなテーマを掲げ させて いただきま

した。聖書 と言 いま して も新約の話 にはほとん ど入る ことができません。 旧約

の中に 「知恵文学」 と呼ばれている分野があ ります。 この分野は、特 にエジプ

ト文明 との係わ りが深 いとされていますので、 ここを中心 にお話 しするつも り

です。新約 にも知恵文学 的な傾 向をもつ箇所 はた くさんあ りま して、 旧約 とつ

ながって いるわ けですが、そ この話 にまでは及ぶ ことができません。

　 近年、一種 のエ ジプ ト ・ブーム とで も言 うべ き現象が起 こって います。一 口

に古代エ ジプ トと言い まして も、古王国時代 のピ ラミ ッ ドが建て られた時代、

あるいはそれ以前の時代か ら始ま りま して、 コプ ト語で書かれた 「ナグハマデ ィ

文書」 の時代 にまで及 んで います。 この3000年 以 上にも及ぶ歴史の各時代 に関

して、それぞれ近年マス メデ ィアが好んで取 り上げて きたよ うな話題が あるの

が特徴です。私は 旧約が専門ですか ら、エ ジプ ト学 の研究書 を本格 的に読む11

会 は少ないのですが、大学の講義で古 代エ ジプ トの ことを話す関係で、入門書

を含 めて 日本語の文献だ けで も揃 えよ うと何年か前か ら買い始 めました。 とこ

ろがあま りの量の多さにす ぐについてゆけな くな りま した。一般読者の関心 が

これ ほど高いのか と驚 いてい ます。 これは、ある意味ですば らしい ことです。

大分前 にナポ レオ ンのエ ジプ ト探検隊が記録 した資料か ら図版 を抜粋 して解 説

したものが出ました(2)2万 円もす るこんな書物が売れ るのか と思 いま したが、

結構、売れているよ うです。朝倉書店、原書房な どか らも図版入 りの値段のは

る専 門書が どん どん出てお ります(3>。さ らにヒエ ログ リフに関 して はイ ンター
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ネ ッ トで検索する とかな り出て きます。 日本語で もヒエログ リフの入門書 はた

くさんあ りますが、 これは 日本だけではな く、世界的な現象 のよ うです。 かつ

ては きわめて特殊 な専 門領域で あったものが、教養 の世界 にまでせ り出してき

ま した(4)。

　 このような現象は、古代エジプ ト文明へ の評価 が、私 が学生だ った頃 と比べ

る と大 き く変わ っていることと関係があ ります。一昔前です と、古代エ ジプ ト

とい うのは専制君主の支配する奴隷制国家だ ということで、 巨大な権 力を持っ

た一 人のファラオ と少数の官僚が人民を抑圧 しているようなシステムが考え ら

れていま した(5)。しか し、 よ くよ く考 えてみ ます と、そんなひ どい暴政、 圧政

が行われていた社会が、何千年に もわたって続 くものだ ろうか。それはそれで

簡単 には壊れ ないような強固な社会 システムが あったのではないか と、一応想

像す る ことがで きます。 ピラミッ ドにして もあんな巨大な建築物が、 ただただ

こき使われるだけの奴隷の労働 によって出来た とは、ち ょっと考え られません。

命令す るだけの少数 のエ リー トと無知な多数 の建築労働者 によって、 あのよう

な偉大 な仕事 が完成す るものか どうか、疑 ってみ るだけの十分 な根拠があ りま

す。

　 そ うい う古代 エジプ ト文明全体へ の評価 と関連 して、聖書学者 にもエ ジプ ト

学 に本格的 に手を伸ば す人が現れ ました。 た とえば ドイ ッのハ ンブルクの旧約

学者で クラウス ・コッホ とい う人がいます。 このコ ッホが1993年 に676ペ ー ジ

にも及ぶ分厚 い古代エジプ トの宗教 に関す る書物 を出版 しました{6?さ すが コッ

ホ先生、偉 いな と思 ったのですが、 いつ のまにエジプ ト学 を勉強 したので しょ

う。 旧約学者は昔か らアッシ リア学、つ ま りメソポタ ミア とか シリアの方 の系

統の学問をいっしょに研究 します。襖形文字 で書かれた文書群 との比較研究が

主流なのですが、 旧約学 とエ ジプ ト学 をセ ッ トに した人た ちが登場 してきた こ

とは、興 味深 い現象です。

　 た またま10数 年前、 ドイ ッのマールブルクに、私の勤 めてお ります神戸松蔭

か らの在外研究 で しば らくいた時の ことです。 町の本屋 さん に入 りま して、エ

ジプ ト学 関係の面 白そ うな ものがないか と見 ていた時、ヤ ン ・アスマ ンとい う

人の書物 を手 にしま した。 このアスマンの書 きま した 『マ ア ト』 については、
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講演の後 半部分で詳 しく紹介 したい と思 います7)。 このエ ジプ ト学者 は 日本で

も全 く知 られていな いわけではあ りません。 関西大学の吹 田先生が一冊 翻訳 を

出してお られますが、彼 の思想、 中心的な研究 に関 しては、 まだ 日本 では十分

紹介 されていないのではないか と思 います吼 アスマ ンの 『マア ト』 という書

物 を読 みま して、大 いに感銘 を受けま した。 マア トは女神の名前 としてよ く知

られて います。頭 の ところにフェザー をつ けて いる女神 です。 「死者 の書」 に

も出てきます。女神イ シスは玉座を頭 の上 に乗せていますが、 マア トは大 きな

駝鳥 の羽根 を頭 の上 に乗せて います。従来、 マナ トには、世界秩序、宇宙的な

秩序 の意味が根本 にあるもの として理解 されて きました。私 が学生の頃、 日本

語 で古代 エジプ ト思想 に関す るものが い くつか紹介 され ま したが、 フランク

フォー トな どが書 きま したr哲 学以前』 という書物 が代表的な もので しだ9)。

これ によると、 「古代エ ジプ トの フ ァラオの專制 国家 は宇宙 国家であ る。宇宙

的な秩序 とい うものに基づ いて、それ を根本 的な観念 として専制国家が建て ら

れ維持 された。そ こでは社会倫理のよ うな ものは未発達だった」 という認識が

あ りま した。 旧約 の世界 とは、 どこが違 うのか。聖書の預言者の世界、古典ギ

リシャの哲学者 の世界 と、 どう違 うか。 これ が主要な問題で した。私 の学 生時

代 には、 「社会変革 の思想」 と 「秩序維持的思想」 とい うのが、対照的 に語 ら

れていたわけですが、 まさに古代エジプ ト社会 は、秩序維持的な社会 の典型 と

いうわ けで した。 あの学生運動が盛 んで あった頃、 「お前は秩序派だか らけ し

か らん」 とか 「変革 の時代 に秩序維持的な言動 はよ くない」 とい うような こと

ばが学生か ら語 られま した。ち ょうど、そ ういう時代 と照応するように、 「フ ァ

ラオの君臨す るエ ジプ トには、秩序維持的で、 いつ までも変化 しない社会 シス

テム を構築 し維持 してゆ くよ うな秩序観念が あった」。 それ は何 によって基礎

付 け られ るか というと、 「永久不変 の宇宙的な秩 序が社会 を基礎づ けた のだ」

とされて いました(10?そ れに対 して 旧約 の世界 では、 どこまで も歴史 が大事だ

とい うわ けです。 預言 者宗 教 については、 「倫理的唯一神教」 とい う言葉が ご

ざいますが、社会正義 を掲げた預言者 たちが古代イス ラエル社会 には登場 して

きた。 もちろん預言者 とい うのは、さっきの言い方では 「社会変革的な思想家」

です。 これが 旧約 の中心だ とします と、 これ とはかな り異質な秩序観念がエジ
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プ トにはあった と考 え られ るわけです。

　 ところが こういう考え方は、おか しい とい うことをアスマ ンが言 っています。

「古代エ ジプ トには立派 な社会倫理 があった。個 人の倫理的な生 き方 を問 うよ

うな思想があった」 と述べているのです。今 日はそ ういう話を しようと思 って

いるのです。

2.聖 書 にお いてエ ジプ トは どのよ うに見 られ て いるか

　 さて聖書にお いてエジプ トは どのように見 られているのか。 これはお読み に

なった方があるか と思 います が、マ ックス ・ウェーバー とい う有名な宗教社会

学者 の著作 の中に 『古代ユダヤ教』があ ります。 内田芳明先生 の訳で翻訳が出

ています(11}ウ ェーバーのこの本 には 「出エジプ トの物語 こそが 旧約の中心だ」

と述べて いる箇所があ ります。 出エ ジプ トの出来事 が中心だ ということと関連

して、 ウェーバー の預言者宗教 に対す る理解 があ るわけです が。 「全体 と して

見 た場合 に、古代ユダヤ教は反エジプ ト的で ある。 エジプ ト的な社会秩序、社

会 システムに対す るアンチテーゼが聖書の思想の中心 にある」 というのがウェー

バー の考え方だ と思 うのです。 出エ ジプ トの出来事 を どう理解す るかは、 ここ

では詳 しく論 じることができませんが、 これに関 しては色々な見方が可能です。

聖書 に書 いて あるよ うな事柄 が歴史的な事件だ ったのか どうか。歴史 的出来事

であった とす ると、 どの程度 そ うなのか。 旧約 に書 いてあ るままとは考 え られ

ないので、 どの程度 が史実な のかが 問題 にな ります{12㌔あ るいは全 く政治的な

ス トー リーで あって、歴史性 はほ とん どない と考 えるのか。 これ に関連 して、

モーセは架空 の人物 なのか とい う議論 もあ りますが、 このよ うな問題 は置 いて

おきま して、 とにか く出エ ジプ トの物語が、エ ジプ ト的な政治 のあ り方、社会

システム を批判 している文学 である ことは間違 いないと思 います。 ファラオの

圧政か ら逃れ るため に、イス ラエルの民がエ ジプ トか ら脱 出 し、エジプ トとは

別 の社会 システムをつ くるためにモーセ を リーダー とする人々が、律法 を基礎

に して社会 をつ くって いく。そ ういう意味での反エ ジプ ト的な思想を持つ文学

が 「モーセ五書」 の中心 になって いる ことは否定で きませ んU3)
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　 しか しそ れ で は全 体 として 旧約 が 本 当 に 「反 エ ジプ ト的」 と言 い切 れ るの か

どうか。 これ には疑 問が あ ります。1924年 にエ ジプ ト学者 のA・ エル マ ンが、

　 　 H・グ レスマ ン とい う旧約 学 者 もほ とん ど同時 に見つ けたわ けです が　 　 、

古 代 エ ジプ トの教訓 文 学 であ る 「アメ ンエム オ ペ ト(Amen-em-opet)の 教訓 」

と旧約 の 中 の 「箴言 」 のあ る箇 所 、23章 を 中心 とす る部分(正 確 には、 箴言22

章17節 以 下)が 逐 語 的 に対 応 して い る こ とを見 つ け ま した{14}。1924年 以 降、 他

に も何 人 か の学 者 が この箇所 に関す る比較 研 究 を行 い ま した。 そ の結 果 、 箴 言

の 中 の格 言 と 「ア メ ンエム オ ペ トの教 訓」 が ほ とん どパ ラ レル な 関係 にあ る こ

とが否 定 出来 な くな りま した 。そ の後 も、 箴 言 を中 心 とす る 旧約 の知 恵文 学 の

中 に、 エ ジプ ト起 源 と思わ れ るよ うな 表現 が しば しば 出て くる こ とが指 摘 され

た わ け で す。 しか しそ れ はそ れ と して 、 「ア メ ンエ ム オ ペ トの教 訓 」 に 関 して

言 い ます と、 このテ クス ト自身、 成 立 年 代 が は っ き りしませ ん。 この写 本 自身

は 紀 元 前7-6世 紀 頃 の もの と推 定 され 、決 して 古 くな い。 ひ ょっ とす る と旧

約 の 「箴 言 」 の方 が エ ジプ トの知 恵文 学 に影 響 を与 えた ので は な いか 、 とい う

ことまで言われ たのです軌 今 日か ら見 るとこれはあ りえないことなのですが、

このような説が登場 したのは、両者 の並行関係 を重大な事実だ と思わなか った

結果ではないで しょうか。 ところが箴言 と 「アメンエムオペ トの教訓」 の関係

だけではな くて、類似 した並行現象が、そ こか しこで指摘 され るようにな り状

況は大 き く変化 します。

　 次 に別 の角度か ら問題 を考えてみます。聖書 においてエ ジプ トか らの影響、

特 に政治的影響が、 どのように見 られ、語 られて いるかです。 た とえば預言者

の 「ホセ ア書」 「イザヤ書」 「エ レミヤ書」 の中か ら反エジプ ト的な発言 を探 し

出します と、 い くらで も見つ ける ことができ ます。た とえばホセア書7章11節

には こうあ ります。rエ フ ライム(イ スラエル)は 鳩 のよ うに愚かで思慮 がな

い。 エジプ トを呼び求め、 ア ッシ リアに行 く」。紀元前8世 紀 中頃の北王国イ

スラエルの外交政策 をホセアが批判 している ことばです。北王国がある時 には

エジプ トに頼 り、 ある時 にはア ッシ リアに頼 る。 ご都合主義で節操がない とい

うことで しょう。 これだけ見 ます と、特 にエジプ トだけが問題で はあ りません

が、イザヤ書 を見 ます と、た くさん 「反エジプ ト」 的な発言が見 られます。イ
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ザヤ書19章 冒頭 には 「エ ジプ トの神々の世界 にヤハ ウェ神が現れ ると、エ ジプ

トの神々が震え上が る」 という意味の預言があ ります。イザヤ書20章 には いわ

ゆる 「預言者の象徴行為」 に関す る物語が書かれて います。預言者イザヤはほ

とん ど裸 同然でエルサ レムの町 を歩 き回 りました。象徴行為 とい うのは預言者

が ことば を語 るだけではな くて、一種 のデ モ ンス トレーシ ョン、 あるいはパー

フォーマンスをす るために 目立 ってへんな恰好 を してみた りする ことを言 うわ

けですが、イザヤは裸 で町を歩き回った。それ も3年 間もそのよ うにした とあ

ります。 これ は 「お前たちがエ ジプ トに信頼 したか ら、 こうい うふ うに、後 に

なって恥 をさらす ことになる」 という警告 です。当時 のエ ジプ トはエチオピア

人の王朝だったわ けですが、 このイザヤ書20章 の前後、正確 には18章 あた りか

ら、エ ジプ トに頼 って外交政策 を誤 るとア ッシ リアの王 に攻 め られて国が滅び

る と警告 して います。ユダ王国の北東 には強力なア ッシ リア帝 国があ り、何回

もシ リア、パ レスチナを狙って侵入 して来 ま した。すで にこの頃、 北王国のイ

スラエルはアッシリアに滅ぼ され、ユダ王国は孤立 してい ました。イザヤ書20

章 の出来事が あった のは、紀元前713年 ～711年 頃の ことです。722年 に北王国

は滅びましたか ら、そ の後10年 くらい してか らです。時のユダの王 ヒゼキアは、

反 ア ッシリア反乱 の首謀者 とな るべ く、周辺の弱小国家を集めて軍事 同盟 を結

び ます。それだけで は足 りないか ら、エ ジプ トという大 国をあて にす るわけで

す。そ の時のイザヤ の象徴行為 が裸 で町を歩 き回った出来事です。 「エジプ ト

に頼っているとろ くな ことにはな らな い」 と強 く警告 して いるのです。

　別 の ところを見 ます。イザヤ書31章1節 に 「わざわいだ。助 けを求めてエ ジ

プ トに下 る者 たちは。彼 らは馬 に頼 り、数多 きゆえに戦車 に、甚だ強力なゆえ

に騎兵隊 によ り頼む」 とあ ります。馬 とか戦車、騎兵隊、つま りエ ジプ トの強

力な軍事力をあて にして、エジプ トに助けを求め るのは愚かだ。そ うい うこと

が災 いを招 くという発言です。 これ を時代状況 とかを飛ば して読み ます と、 預

言者はエジプ トが大嫌 いだ とい う印象 を持ち ます。 しか し当時 の政治状況 を踏

まえてイザヤ書 をよ く読んでいきます と、預言者イザヤが 「反エ ジプ ト」 的な

発言を した理 由はよ くわかるのです。 というのは前8世 紀～6世 紀 くらい、 アッ

シ リア とかバ ビロニ アが強か った時代 を見 ます と、エ ジプ トはかつて のよ うな
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強力な王国 を形成 していない。 出エ ジプ トの出来事が本 当にあったか どうかは

ともか くとして、モーセ時代が終わ った紀元前1200年 くらいか ら以降、エ ジプ

トは政治的 に大 した力 を持 っていません。 ア ッシリア、バ ビロニ ァの方が よほ

ど力を持っていた時代です。 しか し地理的 にはエ ジプ トはうん と近いわけです。

ユダ王国の歴代 の王がエジプ トに頼ろ うとした理 由は理解 出来ない ことはない.

そ うする とこうい う議論が出て きます。な るほ ど預言者 たちは反エジプ ト的な

発言 を しているのだが、 当時 の世 の中の大勢 として はエジプ トに頼って いた。

我々は 「エジプ トに頼 るのがいけな い」 という発言 のと ころだ けを聖書テ クス

トか ら読み取る、それ もしば しば神への信仰がないか らエ ジプ トに頼 るのだ、

と言 った神学的解釈 をも加 えて読 むわ けですが、実際には 当時のユダの社会で

はそっちの方の意見 の方が圧倒的 に少 なかった。それが一つのポイ ン トにな り

ます。

　 イザヤ書を読んでいきます と、イザ ヤの思想の中心 にある 「メシア思想」 を

どう見 るかが 当然問題 にな ります。 クリスマスの時 によ く読 まれ るイザヤ書9

章、11章 な どが関連箇所です。9章 は 「一人のみ ど り子が生まれた」 という有

名な箇所。11章 はエ ッサイ の切 り株か ら新 しい芽が出る という、 これ また有名

な箇所です。正義 と平和 を実現す る王が どんなにすば らしいか。 これ を語 るの

に、 ライオ ンや狼、熊 のような獣 と赤ちゃんが一緒 にいるような平和な状態が

出現す る とい うファンタジー を語 るのが11章 です。 これ らは、 メシア預言 とし

てよ く知 られて います。ハ ンス ・ヴィル ドベルガー とい うスイスの旧約学者が、

『イザ ヤ書注解』 としては質量 ともに最大の ものを書 きま した。そ の注解 書 を

見 ます と、イザ ヤの メシア思想 の特 徴 をエ ジプ ト的な もの として捉 えて いま

す㈹。そ こにはエジプ ト的な神王イデ オロギーが見 られ る。 メシアであ る王が

何 らか の意味で神の子で あるとされて、権威づけ をされています。詩篇 の第2

篇 な ど に も王 を 「神 の子」 と して あつ か って い る箇 所 が あ りまず17}。そ うい う

つなが りをイザヤ のメシア思想の 中にも認める ことがで きるわけです。 旧約学

者 の中には、イザ ヤ書9章 、11章 はイザヤ本人が書 いたのではない という人 も

いるのですが、 ここは一応、預言者イザヤ の語った ことばで あって、彼 の思想

の重要 な部分 だろうと私 は思 います。そ こにエ ジプ ト的な王に関す る考 え方 と
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い うか、王の理念が見 いだ され るわけです。 もちろんイザ ヤのメシア理念はエ

ジプ ト的な神王イデオ ロギー とイ コールではないのですが、そ こには強 い思想

的な影響が考 え られ ると、 ヴィル ドベルガ ーは実 に細 かい論証 を通 して主張 し

て います。

　 預言 者イザヤ の生 きて いた時代 の政治的 なコ ンテ クス トにお いては、 彼は

「反エ ジプ ト」 的な発言 をするわけです けれ ども、彼 の思想 の奥深 くには古代

オ リエ ン ト世界 に脈 々 と流れて いるような王権 に対す る理念が ある。正義 を実

現す る王、平和 の君 としての王 という理念が どこか ら来 ているか を考 えると、

実は敵視 しているはず のエジプ ト的な 「神の子」である王 という考 え方 とつな

がっているのではな いか というのです。預言者 の中で も北王国の預言者ホセ ア

の場合 は、王制その もの を否定的 に見 るわけですが{18)、イザ ヤの場合、原理的

に王制 を否定す る考 え方 はあ りません。彼は ある意味でいわゆるシオニズムの

創始者 の一人ですが、彼 にとって問題 なのは、エルサ レムのダ ビデ家の王です。

「ダ ビデ 家の中か らイス ラエル に君臨す る理 想的な君主 が出現す る」 と言 って

いるわけですか ら、そ うい う意味ではエ ジプ ト的で も何で もないわ けですが、

しか し彼が理想 としている王の観念が、エジプ ト的な王に対する観念 とつながっ

ているのです。私 は、若 い時は このヴィル ドベルガーの 「エジプ ト的な王 の理

念 をイザヤ に認める」 という説がよ く理解 出来ず、偏 った見方ではないか と疑 っ

て いました。 しか し、現在 ではヴィル ドベルガ ーの解釈 は正 しいのではないか

と思 うよ うにな りま した。

3.古 代イスラエルがエジプ ト文化の強い影響下 にあったのは当然

である

　 少な くとも聖書時代以 前のイス ラエルの諸部族が定住 したカナ ンの地が、エ

ジプ トの強 い政治的、文化的影響 のもとにあった ことは否定す る ことができま

せ ん。 これは考古学者 の掘 り出 した遺物が証明 しています。パ レスチナか らエ

ジプ ト的な遺物が どんどん出て くるのです。統一王朝時代、つ ま りダビデ によ

る王国の成立のす ぐ後ですが、そのダ ビデ を継承 したソ ロモ ン王の物語 を読 み
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ます と、エジプ トとの交流が盛んで あった ことが語 られて います。ソ ロモ ンは

エジプ トのフ ァラオの娘 を王妃に した。他 にも妃はいましたが、 ファラオの娘

だけは特別な御 殿 に住 んでいた という話が列王記 に出て きます(39)。ソロモ ン時

代 は例外的だ として片付 けることも出来そ うですが、 どうで しょうか。聖書 を

文字通 り読 みます と反 エジプ ト的 な発言が多 いのですが、地理的 に見 る とエ ジ

プ トはアッシ リア、バ ビロニアよ りは るかに近 い。イス ラエル諸部族 がカナ ン

の地 に入ってきて定住するとい う聖書 の物語、それが史実か どうかはともか く、

この土地 自身が聖書時代よ り前はエジプ トの領土であった り、 エジプ トの強 い

政治的影響下 に置かれ ていま した(20)。「聖地」 な どと言 います が、 そ の基盤 に

はエジプ ト的な文化があったのです。

　 それか らユダ王国 には官僚制度 が存在 した らしいのですが、いつ頃、官僚制

が成立 したのかはわか りません。 聖書 による とソロモ ンの時代 に官僚制度 はで

きあがって いたわ けで、ソロモ ンがエ ジプ ト式 の官僚制国家 を導入 したのだ と

言 うことにな ります⑳。 「それ がだめだ。 これ は人民を奴隷化 す るだけだ」 と

聖書は、 また批判 して いるわ けです。 ところが本 当にソロモ ン時代 に官僚制度

が急 にできたのか どうかは疑 問視 する向きがあ ります。 しか し少な くともユ ダ

王国の歴史 の中の後半部分、紀元前8世 紀の終わ りくらいか らは官僚制度が存

在 して いた ことが確認 されます。 この時代以降の聖書の記述 にはっき りと書記

が 出て くるのです⑳。前7世 紀 か ら6世 紀 の預言者エ レミヤ の物語では書記 が

きわめて重要な役割 を演 じています。エ レミヤ を迫害 した勢力には国家のエ リー

トで あった書記が含 まれていま したが、彼 を保護 し助 けたの もやは り書記で し

た(23)。8世紀の預言者イザヤ については、彼が いった い何者 だったのかよ くわ

か らな いですが、相 当な身分 の知識人であって宮廷 に出入 りして いた ことは間

違 いあ りません。時の王たち と1対1で 語 り合 っているか らです。 このイザヤ

の周辺 にも優秀な官僚が いた として も不思議では あ りません。現代の研究者が

「イザ ヤの弟子 たち」 と呼 んで いるのは、 官僚だ った可能性 が あ ります⑫4>。実

はイザヤ書 とい う書物 は、 きわめて文学的な格調 の高い立派なヘブ ライ語で書

かれた書物であ り、イザヤ 自身 もイザヤの ことば を伝承 し、編集 した 「弟子た

ち」 も高 い教養 を身 につけた人々であった としか考え られ ません。列王記 のよ
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うな歴史書に王国時代 の公的な記録が保存 されている ことも書記がいた間接的

証拠 にな ります軌 官僚制度が制度 として、王 国時代の いつ頃に確立 したのか

はわか りませ んが、官僚がいた ことは確かな のです。

　 これが制度 として機能するためには官僚、書記 を養成する教育が行われてい

なければな りませ ん。古代のユダ王国 に制度 としての 「学校」が存在 したのか。

官僚 の養成が実際 には どのよ うに して行われて いたのか。 これ に関 しては、諸

説紛々の状態です(26)実 にいろんな ことを言 う人がお ります。 これは学校 があっ

た という直接的な証拠がないか らです。間接的証拠な らい くらで もあ ります。

けっ こう多 くの人々が アルフ ァベ ッ トを使 って読 み書きが出来た と考 える学者

もいます。王 の側近 には書記が いた ことは確かです。軍事顧 問や外交 に関 して

王 に助 言す る賢者が いた ことも確かです。公式の王国の記録が残 され、預言者

の政治 的な発言 も書 き留め られて巻物 にされたわ けですか ら、 このような こと

が可能 になるためには何 らか の教育機 関が存在 して いなければ な りません。 と

ころで教育 には教材が必要です。官僚 の教育には、エジプ トではいわゆ る知恵

文学が用 い られま したか ら、イス ラエルで も同 じような文学が教材 として使わ

れて いたのではないか と考 え られるわけです。そ こで改 めて 「箴言」 が問題 に

な ります。

　 「箴言」 にはいろいろな格言が集 め られています。成立年代 の異なる、比較

的新 しいものか ら王国時代 のものまで(あ るいはそれ以前 の 「部族の知恵」 を

問題 にす る学者 もいる)が 含 まれ ています が、箴言10章 以下 の箴言の中心的な

部分 の格言が、ユダ王国での官僚教育 に用 い られた教材である可能性 が高 いと

されて います。官僚教育 に用い られた教材 の中にエジプ トの もの とそっ くりな

ものが入 り込んでいた としても何 ら不思aで はあ りません。私 は、ゲルハル ト ・

フォン ・ラー ト著 の 『イス ラエル の知恵』 を訳 しま したが⑳、 フォン ・ラー ト

の立場は 「周辺 のオ リエ ン ト諸 国か らの思想的、文学的影響 を認めなが らも、

イス ラエルの賢者たちが、ヤハ ウェ宗教の立場か らどのよ うに外国の知恵文学

を変容 し、再解釈 したのか」 というところに重点 をお いています。 このような

思想史 の捉 え方 には、十分な理 由を認める ことが出来 ます。エ ジプ トを含む周

辺諸国 の知恵文学 と旧約の知恵文学は、本質的 にどう違 うのか。文学的借用関
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係や思想的なつなが りがある として も、 どう違 うのか。神学者 として このよ う

に問う時 には、イ ス ラエルの賢者たちはヤハ ウェ信仰 とのかかわ りの中で、思

想的 ・文化的 に違 う伝統の上に立 っていたので、周辺諸国の知恵 を解釈 し直 し

てヤハウェ宗教の立場に合 うよ うに変容 したのだ、 と答える ことが出来 るで しょ

う。 フォン ・ラー トはそのよ うな観点か ら箴言 を見て いくわ けです。

　 ところがフォン ・ラー トが亡 くな ってか ら後 も、エ ジプ トとユダ王国の文化

的つなが りを強調するような研究 は、 どん どん出てきます。エ ジプ トか らの文

化 的影響 とい うものは、やは りず っと続 いて いると考 えた方が いいのではな い

か。 ソロモ ン時代だけ例外的 とい うわ けには行かないのです。王国成立以前か

ら、 もともとベースの ところにエジプ ト文化が あったわ けです し、 このよ うな

エ ジプ ト文化か らの脱 出を試み る物語が出エジプ ト物語で あるとは考え られな

いか。蛇足か も知れ ませんが、モーセ とい う人 自身が、エ ジプ ト人の名前だ と

いうことで、精神分析学者の フロイ トが悩んだ話は ご存知で しょ うか㈱。 これ

と類似 したエジプ ト的な ものに対す る一種のア ンビヴァレン トな感情が 旧約 に

は あると思 います。

　 エ ジプ トか らの文化的影響がず っと続 いて いたか らこそ 「反エ ジプ ト」 的な

発言が 目立って いるのか もしれ ません。 これは我 々の国の文化 について考える

場合 と似 た ところがあ ります。 国学者の本居宣長 のような人が 日本文化 の独 自

性 を主張するた めに、 中国か らの文化的な影響 に関 して殊 更に否定的な態度 を

とって、 日本古来 の伝統 について語 りました。 しか し 『古事記』や 『日本書紀』

あるいは 『源氏物語』が中国か らの思想の影響 を受けていないなんて ことはまっ

た く言 えないわ けです。 中国か らの影響 を強 く受 けた時代 に、 まさに 日本的な

文学、後 の 日本 の文化 的伝統の 中心 となるよ うな文学が生み出 されたのです。

エ ジプ ト文化 と聖書は、 これ とよ く似 た関係 にあるのではないか と思 うのです。

ユダヤ教の立場、 旧約 の預言者 の立場か ら 「反エジプ ト」的な発言が どん どん

出て くるというのは、逆 に基本的な ところで 「強 くエ ジプ トか らの影響 を受け

ているか らだ」 と言 うことがで きるのではないで しょうか。

11



4.雅 歌の図像 学的研究

　 これまで述 べて きたの とは、違 う観点か らエジプ ト文化 と旧約 との関連 を指

摘す る研究があ ります。特 に興味深 いのは、 いわ ゆる 「図像学的研究」 です。

古代 イス ラエル の周辺諸国、エ ジプ ト、 フェニキア、 シ リア、パ レスチナ、地

中海諸 国、 メソポ タミア、ペル シャか ら出てきた図像 を 「カタ ログ」化 して旧

約研究 に材料 を提供する ことが20世 紀は じめか らございま した。聖書 を教 える

どこの大学の図書館 にもフーゴー ・グ レスマンによ る図録が入 っている と思 い

ます。 この 旧約 に関連す る各地 の図像 を集 めた書物は1927年 に出版 され ていま

す軌

　 近年オ トマー ・ケール とい うカ トリックの旧約学者がた くさんの図像 を集め

て比較研究 をや りま した。 まず 「詩篇」 に関する図像研究が発表 され ました(3U)

次 に 「雅歌」 に関す る研究 を行 いま した(31)そ の中では、 イス ラエル周辺諸国

の図像が、雅歌テ クス トの解釈 にきわめて説得力のある仕方で用 い られ ました。

こういうことを考 えた のは、 ケールだけではあ りません。雅歌の世界 をどう見

るか につ いては、基本的 には恋愛 詩歌集だ と思 います(3の。 この文学 を古代 エ ジ

プ トの恋愛文学、エ ロチ ックな文学 といった方が適切か もしれ ませ んが、 それ

と比較す る研究が 図像学的研究 とは別 に どん どん出てきま した。 これは文 学的

なテクス トの比較研 究です。古代 エジプ トの恋愛詩 に関 しては、 日本語では私

の知 る限 り、2種 類 の翻訳が出て います(33)。古代 エジプ トの恋愛詩集 を読 めば

す ぐわか るのですが、雅歌の世界 にきわめて似た ものが古代エジプ トに先 に存

在 して いたのです{34}。このよ うな恋愛詩 は、いった いだれが書 いた ので しょう。

パ ピルス写本 の表側 には別の物語が書 いて あって、パ ピルスの裏側 にエ ロチ ッ

クな詩が書 いて あるよ うな ものが い くつか見つかっています。おそ らく官僚、

とい うか宮廷詩人が書 いた もの と考え られ ます。 このよ うな恋愛詩 に関心 のあ

る現代の詩人が、解読 して翻訳 した ものが 出版 されて いるのです。

　 これ と関連 してエ ジプ トに限 らず、雅歌のテクス トと周辺諸国の図像 との関

連が考 え られています。 い くつか例 を示 したい と思 います。雅歌2章1節 にヘ

ブ ライ語 のシ ョー シャナー という植物が出てきます。 このシ ョーシャナーは古
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くは 「ユ リ」 と訳 され て い ま した㈲。 ユ リはキ リス ト教 美術 の 中で は、 聖母 マ

リア と関連づ け られ た りしま した。 なぜ ユ リが マ リア様 の象徴 な のか とい う と、

雅 歌2章1節 が 一 つ の根 拠 にな って いる ので す。 シ ョー シ ャナ ー が 何か 花 弁 を

た くさん 持 って い る植 物 で あ る こ とは 間違 いあ りませ ん。 同 じ植 物 は ソ ロモ ン

の建 て た神 殿 の柱 頭 に も出て くる よ うに列 王紀 に は書 か れ て い まず36)。ここ に

はふつ う 「ユ リの花」 という訳語が あるわけです。 しか し雅 歌には唇 と関連 し

ている発言(5章13節)が あるところか ら、学者 の中には 「この花はユ リでは

具合 が悪 い、赤 い花でない といけない。アネモ ネかケシではないか」 と言 う者

が います(3乃。そ こで、植物学 者が出て きてパ レスチナには どんなユ リの花が 生

えて いるか、アネモネだ った らどうなるのか とい う議論が行われるよ うにな り

ま した。 ところが雅歌 を読んでいきます と、 このよ うな発想では解決で きない

ところが あるのです。 「シ ョーシ ャナーの問で草 を食んで いる方」 という表現

が2章16節 、6章3節 に出てきます。 ショーシャナーは、私の翻訳では 「睡蓮」

ですか ら、 「睡蓮 の間で草 を食んでいる方」 と訳 します。 これは、男性 の比喩

です。睡蓮の間で御馳走で ある草 を食べている動物 に男性 の恋人をた とえて い

るわけです。そ の植物の生えて いるところに、鹿 とか山羊 のような草食獣が首

を突 っ込 んで食事 を しない といけない。それで どうな るのか。アネモネで もユ

リで もよ さそ うですが、図像 の例 を示 しま しょう(38)。

　 この古代エ ジプ トの工芸品を見 ます と、首 を突っ込んで動物が植物 を食べて

いる。 この植物は睡蓮 なのです。睡蓮 と鈴羊や鹿の組み合わせが他 にもあるの

ですが、現実 に こんなふ うに動物 が食べているか どうかではな くて、 エジプ ト

の工芸 の世界で は こういうモチー フが よく出て くる ことにケール は注 目す るわ

けです。 ソロモ ンの建てた神殿 の柱頭 に出て くる場合は建築用語 だ ということ

にな ります。 さ らに音 楽 とも関係 して い ます(詩 篇45篇1節 、60篇1節 参

照)(39)。このよ うに芸術 と関係 して いる用語 だ とケール は考 えま した。そ して

睡蓮 をモチー フ とする図像 を集 めて見てい くことによって、謎 の植物、 シ ョー

シャナーが実 は睡蓮ではな いか と考 えるに至 ったわけです。古代 エジプ ト語で

は睡蓮の ことをシ ェシェンと言 います(正 確な母音は不明)。 これがヘブ ライ

語 のシ ョー シャナーだ とす る とうまく説明出来 ます。言語学的 に見て も睡蓮 と
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つ な が るので す。 図像 学 的 に見 て も睡蓮 とつ な が る とい う こ とで 、 これ は 睡蓮

で は な いか とな る ので す。 キ リス ト教 の幼 稚 園 に は 「ユ リの花 幼 稚 園」 な ど と

い うの が あ ります が 、 そ うす る と 「睡蓮 幼 稚 園」 に変 え た方 が よい のか も知 れ

ませ ん。 しか しま さか 「百 合 学 院」 を 「睡 蓮学 院」 に変 え るわ け には行 か な い

で しょ う。 あ くまで 「睡蓮」 は有 力 な学 説 です 。 聖 書 の訳 語 には長 い伝 統 が あ

ります か ら、 花 の名 前 だか らと言 って 学者 が簡 単 には決 め られ な い厄介 な側 面

が こ こには あ ります。

　 雅 歌4章1節 には直 訳 します と 「君 の 目は鳩」 とい う表現 が あ ります 。 い ろ

い ろな 翻訳 を見 て い ただ く とた いて いは 「君 の 目は鳩 の よ うだ 」 とな って い ま

す 。 岩 波書 店 か らの翻 訳 で雅 歌 を担 当 しま した が、 そ の まま 「君 の 目は鳩 」 と

直 訳 して い ます。 注 を付 け な い と 「君 の 目は鳩 」 とは ど うい う意 味か 分 か りま

せ ん。 つ い 「あな た の 目は鳩 の 目の よ うだ」 と解釈 した くな ります㈹。 しか し、

鳩 の 目は あ ま り可 愛 くな いで すね 。 彼 女 に 「あな た の 目は鳩 の 目の よ うだ」 と

言 った ら、機 嫌 を損 ね る の じゃな いで しょ うか 。 で は 「目が鳩 の よ うな形 を し

て い る」 で し ょうか。 どんな 形 の 目で しょ うね 。鳩 サ ブ レの ク ッキ ー の よ うな

形 で し ょ うか 。 あ りそ うもな い話 で す。 「君 の 目は鳩」 が 正 文 だ とす る と、 ど

うい う意 味か わ か らな くて、 皆 、 困 って いた わ けで す。 本 文 が 少 し違 って い る

ので は な いか と も考 えた くな ります。 しか し、 ケー ル は 「そ の ま まで よ い」 と

言 い ます。 目 とい うの は聖書 ヘ ブ ライ語 で は アイ ンで す。 アイ ンは 「輝 くもの」

で す 。 「じっ と見 つ め る も の」 「視 線 」 とい う意 味 もあ ります 。 箴 言 の 中 に は

「お 酒 が こっち を じっ と見 て い る」 とい う箇 所 が あ ります(箴 言23章31節) 。 人

間 が酒 を見 る ので な くて、 酒 が こっ ち を視 る の です ㈲。 酒飲 み は 酒 を見 る とい

け ませ んね 。 酒 が こっ ち を見 つ め るで し ょ う。 ワイ ンの注 がれ た 杯 を見 る と、

「これ を飲 み な さ い」 と ワイ ンが視 線 を送 る ので す 。 こう い う表 現 が あ る の で

す 。 アイ ンに は 泉 と い う意 味 も あ ります 幽。 「君 の 目は鳩 」 の 「目」 とい うの

は 実 は 「視線 」 の こと を言 うの です 。 「鳩」 は あ っち か ら こっち に飛 んで い く

メ ッセ ン ジ ャー の こと を言 って い る のです 。 昔 か ら伝 書 鳩 が お りますね 。 こ こ

で ケー ル は、 図 像 を持 ち 出 します(43)。これ は エ ジプ トの例 で は あ りませ ん が 、

男 女 が椅 子 に腰掛 けて 、 互 い に見 つ め合 いな が らお 酒 を飲 ん で乾杯 して い る。
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男 の方 か ら女 の方 へ 鳩 が ビ ュー ッと飛 ん で ます ね 。 「君 の 目は 鳩」 な ん です 。

この よ うな 図像 は 他 に もい っぱ い あ るの です 。 女 神 が裸 にな って 視 線 を送 って

い るの も あ ります 。 こ こに も飛 ん で い る鳩 の絵 が描 いて ある。 これ は彼 女 の と

ころか ら鳩 が 飛 んで くる様 子 を描 いて い るので は な く、 彼 女 の 目か らメ ッセ ー

ジが 送 られ る とい う意 味 だ とい うわ けで す。

　 こうい うふ う にケー ル は ア ッシ リア とか エ ジプ トの もの に限 らず 図像 を用 い

ま して雅 歌 を見 て い くのです が 、 特 にエ ジプ トの 図像 の世 界 と雅 歌 の 世界 は近

い。 も う一 つ 例 を挙 げ ます。5章13節 、 男 性 を女 性 が 褒 めて い る と ころです 。

「彼 の頬 は 、 香 料 の 花壇 の よ うで、 軟 膏 の塔 。 彼 の唇 は 睡 蓮、 没 薬 の液 を滴 ら

す」。 「彼 の唇 は睡 蓮 」 とい う と ころは 、 「ユ リだ っ た ら具 合 が 悪 い、 唇 は赤 く

な い とい けな いか らア ネモ ネ で な いか」 とい う意見 もあ りま した 。 しか しケ ー

ル は 「彼 の唇 は睡 蓮」 とい うの は 口づ けの こ とを問題 に して い る のだ、 と考 え

ま した(44)。古 代 エ ジプ トの 図像 を見 ます と、 しば しば 睡 蓮 の 匂 い を嗅 いで い る

場 面 に出会 い まず45)。次 に問題 な のは 、 「軟 膏 の塔 」 とい う表現 です(461こ れ は

『死者の書』 に出ている図像ですが、何かが頭 に乗 っかっています。 これは帽

子 ではない。 軟膏の塔 なのです。宴会の場面 にもよ く出てきます(47}男 女 の客

が何か を頭 の上 に乗せている。 これは芳香のする軟膏で、体温で融 けて ここか

らいい匂 いのす るものが垂れて くるのです。エ ジプ トには一種 の匂いの文化 が

あるわ けです。宴席 につ く人たちが軟膏を頭上 に乗せ、 これが垂れて きて体 中

にいい匂 いが広が ってい く。最初直訳 してみて 「軟膏 の塔」 とは何の ことかわ

か らなかったのですが、 この箇所は 「軟膏 の塔」 のよ うに 「彼 の頬の ところは

素敵な香 りがす る」 と女性が男性 を褒 めている、 と解釈す ると意味がとれ ます。

前の 「香料 の花壇 のよ うだ」 ともうまくつながるわけです。次の 「彼 の唇 は睡

蓮 の香 りのようだ」 ともつなが って いくわ けです。古代か らエ ジプ トには、パ

レスチナ もそ うだ と思 いますが、現代のアロマテ ラピーのよ うな匂いの文化 が

あるのですね。暑 い国ですか ら、体臭が問題 にな ります。 ヨー ロ ッパ の学者た

ちは雅歌 の世界 をただ視覚的 に解釈 しよ うとして失敗 したのだ と思いますが、

こうい う匂 いの文化の中で比喩が成立 している と考える と、ず いぶん読 み方が

変わ って くるのです。ケール の場合、雅歌の中にエ ジプ ト的な ものが相 当強 く
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入 っていると、文学の方 と図像 の方か ら攻 めま したが、古代エ ジプ トの恋愛詩

と雅歌 の世界 のつなが りは否定す る ことがで きない と思われますt48)。

5.箴 言 とエ ジプ トの教訓文学 との関係

　 こ こで最 初 の方 で 少 し問題 に しま した箴 言22章17節 以 下 と 「ア メンエ ム オ ペ

トの教 訓 」 との並 行 の 問題 を、 も う少 し説 明 した い と思 い ます。 聖 書 の箴 言23

章1節 で は テ ー ブル マ ナー が 問題 にな って い ます 。 「お前 が支 配 者 と と もに食

事 をす るた め に座 す 時 には 、 お 前 の前 にあ る もの を、 よ くわ き ま えよ。 お 前 の

喉 に、 ナ イ フ を 当て よ。 も し もお 前 が 食欲 の持 ち主 な らば 。 彼 の差 し出す 珍 味

に欲 望 を抱 くな 。 そ れ は偽 りの食 物 だ」。 これ とよ く似 た 教 訓 が 古 代 エ ジプ ト

に も あ るわ けで す。 宮 廷 の テー ブル マ ナー で す。 私 が こ うい う ことにな る とは

ち ょっ と考 え られ な い ことです が 、例 えば 文化 勲 章 を も らって 陛下 とい う名 前

のつ く方 と一緒 に食事 をす る時、 食卓 にあ る もの をパ クパ ク食 べて は いか ん と。

見 るだ けです ね 。 「お 前 の前 に あ る も の を、 よ くわ き まえ て、 喉 にナ イ フ を 当

て よ」。 もち ろん これ は比 喩 です 。 「が つ が つ食 べ ち ゃだ め」 とい うわ け です 。

「そ れ は偽 りの食 物 だ」 とあ ります が、 偉 い 人 とい っ し ょに食 事 をす る場合 、

出 され た ものが 「嘘」 とい うのは、 な ん の こ とで し ょう。 「珍 味」 には毒 が入 っ

て い る とい うよ うな意 味で は な いで しょ う。 食事 へ の招待 には時 によ って は、

悪 巧 み が含 まれ て い る ことが あ る と い う意 味 で し ょ うか。 現 代 の政治 家 の こと

な どを考 え ます と、 そ れ を食 べ た た め に後 で よ くな い 目に会 う ことは十分 考 え

られ ます 。 この よ うな 教 訓 のル ー ツ は エ ジプ トで、 こ の箇 所 との並 行 関 係 が

「ア メ ンエ ムオ ペ トの教 訓」 だ け に あ るの で は な くて、 もっ と古 い 「宰 相 プ タ

ハ ホ テ プ の教 訓 」 に もあ る と い う こ とが 、 そ の後 わ か って き ま した(49)。「宰 相

プ タハ ホ テ プ の教 訓 」 の並 行 箇 所 で は こうな って い ます 。 「お 前 よ りも偉 大 な

人 の食卓 の席 に客 と して座す もの の一 人 とな るな らば 、彼 がお 前 に与 え る もの、

お前 の鼻 の前 にお く もの を とれ 。 お 前 の前 にあ る もの に注 目せ よ。 多 くの視線

で彼 を打 つ な」 とあ ります(50)。偉 い 人か ら食 事 に呼ば れ ま した。 御 馳 走 が 並 ん

で い ます 。 しか しそ れ らをキ ョロキ ョロ見 て は いか ん と。 私 な ど立 食パ ー テ ィ
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な どで は、 「どれ が う まそ うか」 な ど とキ ョロキ ョロ見 ます が 、 このよ うな態

度 は下 品で、 よ くな い と言 うの です 。 お 前 の前 に置か れ た ものだ け を食 べ な さ

い と。 これ は宮 廷 人 のテ ー ブ ル マ ナ ー です 。 「宰 相 プ タハ ホ テ プ の 教訓 」 が、

どの程 度 まで時 代 を遡 れ るか は議 論 され て い ます が、 相 当 に古 い もの の よ うで

す 〔51)。「ア メ ンエ ム オ ペ トの教 訓 」 の 場合 、 箴 言 テ クス トよ りも後 の時 代 の 写

本 が残 って い るだ けだ と して も、 この よ うな教 訓 が エ ジプ トの古 い知 恵文 学 か

ら来 て い る こ とは否 定 で き ませ ん。

　 次 に箴言23章4節 。 「富 を得 よ う とあ くせ くす る な。 お前 の分 別 に よ って 、

そ のよ うな ことをや め よ。 お 前 の視 線 をそ れ に投 げ か け る と、 も うそれ は な い。

そ れ は必 ず や 翼 をつ けて 、鷲 の よ う に天 に飛 ん で行 く」。 富 は翼 を持 って いて、

す ぐにあ っ ち に行 って しま う。 これ は今 、 話題 の ホ リエ モ ン とか、 村 上 さん の

場合 だ け で はな く、 「富 は 翼 をつ け て あ っ ち の方 に飛 ん で い って しま う」 の で

す。 私 の財 布 もそ うです ね。 さっ きu演 料 を いた だ き ま したが 、 西宮 に帰 る ま

で に十 三 で電 車 を降 りた ら誘 惑 が一 杯 で ござ い ま して 、 翼 をつ けて鷲 の よ うに

飛 ん で い って しま い ますね 。 諭 吉 さ ん とはす ぐにお別 れ です 。 あ った と思 って

財 布 をみ た らも うな い。 このユ ー モ ラスな 富 に関 す る表 現 です が、 「ア メ ンエ

ム オ ペ トの教訓 」 に も似 た も のが あ ります。 そ こを見 ます と 「お 前の 心 を富 の

追 求 に向 け るな。 過 剰 を求 めて あ くせ くす る な。 強 奪 に よ って 富 がお 前 に もた

らされ て も、 お 前 の も とで は一・夜 も過 ごさな い。 夜 が 明 け る と、 お前 の家 にそ

れ はな い。 そ の 場所 を見 る と、 そ れ は も うな い。 そ れ は鷲 鳥 の よ うな 翼 を生 じ

て、 天 に飛 んで 行 く」62)。エ ジ プ トで は鷲 鳥 の よ うな 翼 を生 じて 天 に 飛 んで 行

く。 箴 言 を書 いた 人 は、,_,鳥 ど ころで は な く鷲 の よ うに天 に 飛 んで い く と言 い

ま した。 こん な表 現 に並 行 関 係 が な い とは絶 対 に言 えな いわ けで 、 エ ジ プ トか

ら旧約 の世 界 に入 って きた こ とは 間違 いな い と思 います 。

　 こう い うふ う に して見 て い き ます と、 他 に も い ろ い ろ あ ります。 「ア メ ンエ

ムオ ペ トの教 訓」 との関係 で、 こ こまでA・ エル マ ンやH・ グ レスマ ンが 発見

した並行 関係 だ け を 問題 に しま した が、 次 は 箴言16章 を取 り上 げ ます 。 これ は

思想 的 にみて か な り神 学 的 な テ クス トです が 、 そ こに もエ ジプ ト文学 との並行

関係 が 認 め られ ます。 箴言16章9節 は、 い か に もヤハ ウ ェ宗 教 らしい こ とば で
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す。 「人 の心 は、 そ の道 を考 え出す が、 そ の歩 み を導 くのは、 ヤハ ウ ェで あ る」。

「心」 「心 臓」 とい うの はエ ジプ トで もそ うです し、 旧約 で もそ うです が 、 感 情

の座 とい うよ りもむ しろ、 思 考 、 理 性 の場 でず53)。現 代風 に言 い換 え る と 「ひ

とは頭 で 自分 の生 き方 を考 え る けれ ど も、 実 際 に私 の歩 み を導 くのは神 様 だ」

とい う発言 で す 。 いか に もイ ス ラエ ル 的で 、 ヤハ ウ ェ宗 教 に よ る独 自の思 想 が

表 現 され て い る と思 いた くな ります が、 よ く似 た こ とば は、 古 代 エ ジプ トに も

あ る の です 。 「ア メ ンエ ム オペ トの教 訓」19・16-17に は 「人 々 の語 る こ とば

(思想)と 神 のな さ る ことは別 で あ る」。22・ 　 　 ・には 「ま こ とにお 前 は神 の

計 画(セ ヘル ・ネチ ェル)を 知 らな い。 だ か らお 前 は 明 日の故 に泣 く ことは な

い。神 の御 腕 の 中 に腰 を下 ろせ 。 お 前 の沈 黙 が彼 ら(敵)を 没 落 させ るで あ ろ

う」 とあ ります ㈹。 「アニ の教 訓 」 で は 「人 の計 画 は成 功 しな い 。 命 の主 の計

画 は 全 く別 の ものな のだ か ら」 と語 ります(55)。これ と比 較 で き るの は、 箴 言19

章21節 に もあ り、 「多 くのは か りご とが 人 の心 の 中 にあ る。 だ が 、 ヤ ハ ウ ェ の

計画 、そ れ が立 ち行 く」 とあ ります。 人間 が思 うこ とと神 の計画 は違 って い る、

実現 す る のは神 の計 画 の方 で ある とい うの が共 通す る思 想 です 。 計 画 とい う語

は ヘ ブ ライ語 で はエ イ ツ ァー で、 助 言 、意 図 とも訳 す ことが で き ます が、 これ

に相 当す るエ ジプ ト語 はセ ヘ ル で す(56)。エ ジプ トの新 王 国 時代 の知 恵 文 学 の 中

には 「神 の計 画」 セ ヘル ・ネ チ ェル とい う表 現 が 出 て き ます 。 注 意す る必 要 が

あ る の は このネ チ ェル 「神」 と い う言 い方 です 。 「神 の 計画 」、 「命 の 主」 とい

うよ うな表 現 に注 目す るの です 。 一般 に古 代 エ ジプ トは多 神 教 の国 だ と考 え ら

れ ます が、 ネ チ ェル は、 あ れ これ の何 とか の神様 で はな い ので すね 。 神 の 計画

とい う時 の 「神」 は い った い何 者 な の で しょ うか 。 どの よ うな 方 な ので しょ う

か 。 この神 様 は、 一 種 の超 越 神 としか言 い よ うが な いわ けで す。 世 界 を統 べ治

めて い る神 、命 の根 源 を支 えて い る神 です 。 この よ うな ネチ ェル とい う表 現 が、

知 恵 文学 の 中 に出て くる の で ござ い ます。

　 この よ うな神 様 は、 パ ス カル 流 に言 えば 「哲 学 者 の神 」 です 。 知 恵文 学 の背

後 に見 え隠れ す る神、 ネ チ ェル は何 か の礼 拝 の 中で 崇拝 され る よ うな神 で はな

いけれ ども、 人 間の行 動 、 倫 理 の背 後 に存 在 して い る神 で す。 これ を 「一 者」

と言 っ て しま って もよ い のか も しれ な い。 「唯一・神 」 と言 って しま う と問 題 が
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あるのか も知れ ませ んが、そ ういう神が存在 していると考 え られ ているわけで

す。何年か前 にアスマ ン先生が関西大学で開催 されたオ リエ ン ト学会主催 の講

演会 に来 られま した(殊 アスマ ン先生は 「エ ジプ トに一神教が あった」 とい う

話 を され た のです が 、 この会 の後 で個 人的 に質 問 しま して、 「知 恵文 学 で ネチ ェ

ル と言 っ て い る神 と関係 が あ ります か?」 と聞 き ま した ら、 「そ の 通 りだ」 と

答 え られ ま した 。 ア ス マ ン先 生が 「一 神教 が エ ジプ トにあ った」 とい う場 合、

この神 は 知 恵文 学 の中 で語 られて い るネ チ ェル とつ なが って い る ことにな りま

す。

　 次 にニ リ ・シ ュパ ク の研 究 を中心 に 「知 恵 的 とされ る語 彙 に関す る比較 研究 」

に触れる予定で したが、時間 の関係 で省略 します概

6.ア ス マンの 「マア ト」研究が提起 した問題

　ヤ ン ・アスマ ンは 『マ ア ト』 という書物のは じめの方で、哲学者カール ・ヤ

スパー スが提唱 している枢軸時代 とい う考 え方 を批判 しています軌 古代イ ス

ラエル に預言者が現れ た時代 と、 中国 に諸子百家やイ ン ドに哲人たちが現れた

時代、古代ギ リシャにソフィス トや哲学者が現れた時代が歴史的 に並行 して い

ることにヤスパースは注 目しました。 この時代 には、共通の社会的文化的状況

が出現 し、その結果、世界や人間に関す る根源的な思想 を語 る人々が登場す る

ことになったのです。 このよ うな時代 を、歴史 の軸 となる枢軸時代 として把握

す るのです。ヤスパースは、 「この枢軸 の時代 を経験 して人間はは じめて本 当

の意味で人間 になった、つま り精神的な存在 になった。それ までは知識のあ り

方、倫理のあ り方が曖昧模糊 として いた。 しか し人が 自覚的 な意味で の人間に

なるための倫理思想 が この時代 に確 立 したのだ」 と述べていまずsoyヤ スパー

ス に よ る と古 代 エ ジプ ト文 明 は 「枢 軸 以前 」 とされ た時 代 に属 す る こ とにな り

ます が 、 アス マ ンは この よ うな評 価 が 妥 当 では な い と考 え ます 。

　 次 に 取 り上 げ る の は 、 有 名 な 政 治 学 者 の エ リ ック ・フ ェー ゲ リ ン(Eric

Voegelin)の 古 代 オ リエ ン ト国 家 を 「宇 宙 論 的帝 国」 と して 捉 え る考 え 方 で

す(st}実 は フェー ゲ リンの見 方 は、 先 に述 べ た エ ジプ ト学 者 のヘ ン リー ・フ ラ
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ンク フ ォー ト(Henri　 Frankfort)の 影 響 を うけた もの です 。 彼 らに共 通 す る

の はイ ス ラエ ル とギ リシ ャ にお いて は じめて 「真理 」 と 「正 義 」 へ の突 破 が起

こった とす る信 念 です 。 これ は アス マ ンの立 場 か らす る と当然 批判 され るべ き

考 え方 とい う こと にな ります 。 彼 は 、 この後 で エ ジ プ トの古 王 国 時代 のマ ア ト

の観 念 につ いて述 べ て い ます が 、 これ は省 略 し ます 。第3章 のタイ トル には、

「結合 的 正 義」 な い し 「相 互 連 帯 的 正義 」 とで も訳 す こ との出来 るKonnektive

Gerechtigkeitと い う ことば が 出て 来 ます(62。 こ こで は まず 中 王 国 時 代 の代 表

的 な文 学 作 品 で あ る 「オ ア シス 男 の 嘆 き」 が取 り上 げ られ ます。 こ こを読 んで

行 き ます と、 フ リー ドリヒ ・ニ ー チ ェの考 え る現 代 人 の道 徳 と古 代 エ ジプ ト人

の道徳 の比較 の話 にな ります。私 は これ には正 直面喰 らい ま したが、改 めて ニー

チ ェの著 作 を 引 っ張 りだ し 『道 徳 の系 譜』 を読 み 直 して み ま した(63}ニ ー チ ェ

は 、 こ の書 の 第 二 論 文 で 人 間 を 「約 束 す る こ とが 許 され る動 物 」(das　 Tier,

das　versprechen　 darf)と 面 白 い定 義 を して 、 「現 代 の 人 間 の倫 理 的 行 動 は、

将 来 に起 こる こと との関 係 で決 ま る のだ。 これ が現 代 人 の考 え方 だ」 とい う意

味 の発言 を して います 。 実 際、 資 本 主義 社 会 で はそ うな んで しょ うね 。 現 在、

日本 で は銀 行 にお金 を預 け て もあ ま り利 息 が つ かな い こ とが 問題 です が 、 資本

主 義 社会 では お 金 を預 けた ら利 息 が つ く こと にな って い ます。 株 を 買 う と値 段

が 上 が っ て くるわ けで しょ う。 いや、 そ うな らな い とい け ませ ん。 株 式 会社 の

経 営 者 は株 の値 段 が 上 が る よ うに株 主 に対 して責 任 を負 うのです 。 保 険 も同 じ

発想 か らな りた って い ます 。 つ ま り将来 に対 して 責任 を負 って い るわ けです ね。

大 学 に学 生 が入 って き ます が 、 「うち の大 学 に来 た ら学 生 は こ う こ うな ります

よ」 と言 います 。 教育 も、 入 学 して くる現 在 とそ の学 生 が 出て い く将 来 の時 と

の 関係 の 中で 、 大 学 と して の教育 の責任 と義務 が考 え られ て い ます。 この よ う

に 「現 代 の社 会 で は、 人は未 来 に対 して投 資 す る。 未 来 に対 す る約束 を履行 す

る ことが道 徳 律 の根 本 をな して い る」 とニ ー チ ェは言 います 。 私 の読 み 方 が、

間 違 っ て いな けれ ば＼ ニ ーチ ェは だ い た いそ ん な こ とを言 って い る のです(6d}

　 と ころ が アス マ ンが言 うの に は、 「古代 エ ジプ ト人 の場 合 は、 そ の時 間 のベ

ク トル が 反対 方 向 を向 い て い る。 将 来 に対 して で は な く、 む しろ過 去 に行 った

こ とに対 して人 間 の 責任 を問 う。 つ ま り、 過 去 の出来 事 との 関係 の中 で倫 理 を
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考 えるのだ」 と(65)エ ジプ ト文化 の特徴は、モニ ュメン ト、記念碑 を建てる こ

とです。昔あった ことを忘れず に記憶す る、 これが大切です。 これ に関連 して、

ここで問題 になって いる 「過去 に対す る記憶は、個人の問題な のではな く、社

会 的追憶 なのだ」 という ことを言 って います。 「社会的追憶 を大事 にす るのが

エ ジプ トの文明だ」 と。 もう一つ重要なのは、我々現代人が社会的連帯 を考 え

る場合、 まず平等 な人間、ひ とりひ と りの人格 を考 えて、横 のつなが りの中で

連帯 を考えます。そ こが崩れる と社会秩序が維持できな くなる と考 えます。 と

ころが古代エ ジプ ト人 の場合の連帯は、 「垂直的連帯で ある」 とアスマ ンは言

い まず66㌔つ ま り上下 関係 の問題です。 階層秩序 の しっか りした社会ですか ら

社会 の上 に立って いる人たちが、 上に立っている者にふ さわ しい責任を果たす

ことによって、下 にいる者た ちの秩序が保たれ るのだ と。 「社会的連帯」 とア

スマンが表現す る時 には、横 のつなが りよ りもむしろ縦 のつなが りのことを言 っ

て いるわ けです。

　 ここで 「オアシス男の嘆き」 とい う文学作 品について少 し詳 しく取 り上げ ま

す。 日本語では 「雄弁な農夫 の物語」 「雄弁なオ アシス男」 な どと呼ばれて き

た もので、筑摩書房か ら出ている 『世界文学大系1　 古代オ リエ ン ト集』 の中

にも この物語 の翻訳が入 って います耽 ここに興味深 い格言風 の ことば が出て

きます。お手元の私訳 をご覧 になって くだ さい。

怠慢 な者 には、 昨 日が な い。

マ ア トに耳 を閉 ざす 者 には、 友 が な い。

貧 欲 な者 には 、祭 りが な い(68)

　 この面 白い物語は、数種類 のパピルス に記 されて残 って いますが、全体 の話

の筋は 日本語や英語で読む ことができます(69)ク ーエ ンアンプー とい う名 のオ

アシスか らやって きた男がロバ に商品をいっぱ い積んで、 ある人の畑 を通 り過

ぎようとします。 ところがそ この畑 の持ち主がいやが らせ を して、 いろんな難

癖 をつけて通 して くれない。 しまいに言 いがか りをつけて商品 を奪 い取 って し

ま うのです。 このよ うな話が実 にユーモラス に書 いてあ ります。 このオ アシス
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男は 「謀略 によって 自分の商品 を奪 い取 られた」 と言って、す ぐに近 くの官吏

の ところに訴え出て行きます。 レンシという名の官吏が登場 してきます。 この

レンシの前で この男は熱弁 をふ るい窮状 を訴えます。 いろいろな理屈 を持 ち出

しなが ら 「自分 は こんなふ うにして荷物 をとられて しまった。 これは著 しく正

義に反す る。何 とか して くれ」 とい うのです。 ところがそ の男 の弁論があま り

にも雄弁であるので、 レンシは ファラオの ところに使 いをやって 「大変 な弁 の

たつ男が来ま した。 王様、 どうしま しょう」 と聴 きます。す ると丁度退屈 して

いた ファラオは こう言 うのです。 「その男 の語 った ことば を書記 に命 じてすべ

て書 き取 らせ よ。彼 の家族の生活 の面倒 は、裏で手を回 して生活 に困 らないよ

うに してお くか ら、そ の男 を決 して放 して はいけない。 いつ までも喋 らせ続 け

て記録せよ」 と.い つまでたって も問題 を解決 して くれない ものです か ら、積

み荷 を奪われたオ アシス男は ます ます雄弁 にな り、 「社会正義 とは いった い何

で あるのか。 こんな明々白々な問題 を解決 出来ないのは社会が乱れているか ら

だ」 と主張 します。そ の中で先 に掲げま した 「マア ト」 に反す る三つの罪が問

題 になるわけです。

　 ここでは 「マア ト」は宇宙論的 に把握 された秩序 の ことでは あ りません。 社

会秩序、社会正義 を根底か ら支えているよ うな秩序、正義 の ことを 「マ ア ト」

と呼んでいる ことがわか ります。次 のような ものがマア トに反するのです。 ま

ず 「怠慢 な者 には、昨 日がない」。不法な行為で損害 を被 ったオアシスか らやっ

て きた男は、役 人 に訴えて、 「何 とか して くれ」 と言っているのですが、役人

は昨 日の出来事、過去の出来事 を忘れて しま う。そんな ことは、 なか った こと

にしよ うと。それが怠慢な者なのです。アスマ ンは 「今 日と過去 との関係 の中

で倫理 を考 える。その連続性 が人間の生活 に とって一番大事 な事柄であ り、社

会秩序 の維持 にとって大切だ」 という考 え方 がエジプ ト的だ と言い ますna)。物

語 りの主人公は過去 の事件 に関す る役人の不作為 を攻撃 しているわけです。過

去 にあった事件 に関 して、 人々が不幸な 目にあった ことに関 して役人が責任 を

とらな い、 これが問題です(71}私 は11年 前、大地震 に会 いま した。被災地では

今 もず いぶんひ どい目にあっている人が いるんですが、 「何 とか して くれ」 と

役所 に行 くと、 「十何年 も前の ことで、 もう済 んだ ことだ」 と。 これが役 人の
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不作為 じゃないで しょうか。被災地では 「復興」 ということばで、何で も処理

されて しまいましたが、時間の方 向が未来の方 を向いた発想です。更に言えば、

役人たちが 自分たちで立てた 「復興」 のカテゴ リーか らはみ出 した事柄 には係

わ ろうとしない。役 人に都合が悪 いよ うな過去 の ことはみな忘れたふ りをして

無視す る。 なか った ことにして記録す らまった くしませ ん。 これは実に見事 な

くらい人の言 うことを聴 きません。 まあ、そ うい う問題が ここにはあるのです。

オアシス男 が問題 に して いる忘却は、本 当は 目の前 にいる役人だけの問題では

ない。問題 はそ こにいる役人が忘れているか どうかではな くて、 「社会的忘却」

なのだ とアスマ ンは言 います。過去 にあった ことを忘れ ることは、それは社会

的な連帯 のきずな、チ ェー ンを破壊 して しまう。 これが騒動の元になるのです。

日本 の首相 も、例えば戦争のよ うな 「昨 日の こと」 をよ くお忘れ にな ります、

そ ういう ことですね。昨 日のことではな くて、明 日の ことば か り考えたが る。

これ はエ ジプ ト的 に言 えば怠慢 でございます。 「怠慢な者 には、 昨 日はない」。

怠慢 だか ら昨 日の ことはす っか り忘れ られ る。 この格言は 「責任 のある立場 の

者が、過去の不義や不正に対 して適切 に処理 しないと、共犯者 になるぞ」 と言 っ

ています。そ うい う意味で、エジプ ト人は社会的な記憶 を非常 に大事 にしたわ

けです。

　 これ を肯定的格言で言 うと、 「よ い行 いは、 昨 日の場所 に戻 って くる」 とな

りますσの。私 も学生 と約束 した こととか を忘れ る ことがあ ります が、 こうな る

と抗議 を受け ますね。授業で話 した内容は覚 えて くれないのに、成績 に関す る

約束なんか学生はば っち り覚 えていて 「先生、前 にこう言 うたやないか」 とな

ります。 昨 日の場所 に教師はいつで も戻 らない といけない。学期 の始め に言 っ

た ことは、学期の終わ りに戻 らな いと 「先生、 これだけ勉強 した ら単位 をや る

と言った のに、 くれないのか」 とな りますね。 「よい行いは、昨 日の場所 に戻っ

て くる」 であ ります。

　 「マ ア トに耳 を閉ざす 者には、友 がない」。 これは人の言 う ことをよ く理解

す る という ことですねσ3)。特 に正義 を踏み に じられた人の言 う事 を理解 する。

これがマア トに耳 を開 くことです。エ ジプ トの場合、垂直的連帯が問題ですか

ら、平等な人間同士の聞 く、聞か ないではな く、上位 の者が下位 の者 の言 う こ
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とを社会 的な役割 の枠 の中で よ く聞 いて理解す ることが大切 です。 「オ アシス

男 の嘆 き」 では、裁判官 とか訴えを聞いている役 人 とかが訴えを しっか り聞か

ない といけない というわ けです。エ ジプ トの教訓文学 には、 もっ とも大切な徳

目に 「人の言 うことを聞 くこと」が あ りま した。 人の言 うことを聞け というの

は、ただ取 り巻 きの言 うことを聞いただけではだめです。社会 の最下層 にいる

人たちの意見 を聞けです。 「宰相 プタハホテプ の教訓」 には 「美 しい会話は、

緑 の石 にもま して隠されて いる。それは礁 き臼のそば の召 し使 い女たち ととも

に見 い出 され る」 とい うことばが あ ります。石 臼を転が している女たちの言 う

ことを聞け と言 うのですが、石 臼を転が して いる女性 というのは社会 の最下層

にいる人間です。 朝か ら晩 まで石 臼を転が して いる粉 引き女 の言 うことに耳 を

傾 けな さい と言 う。 聞いて、 よ く理解す る ことが大切だ と。 これは 旧約 の 「箴

言」 の中に も繰 り返 し出て くるテーマであ りますσ4)。

　次 の格言は 「貧欲な者 には、 祭 りがない」 です。 「食欲な者」 という言 い方

は、意訳です。直訳す ると 「心臓が貧欲 にな っている者」 とな ります。そ のよ

うな人には祭 りはな い。エ ジプ ト語でヘ レウ ・ネ フェル 「美 しい 日」が 「祭 り」

です。 祭 りの 日には皆、仲良 くす るわけで、金持 ちは貧 しい者 に食べ物や飲み

物 を提供 しなければ な りませ ん。社会的上位 に立 つ者は手を開いて貧 しい人 々

と共 に喜 びを分かち合 う心 を持たな いといけませ ん。貧欲 な者で心を閉ざ して

いる者、そ の人 には祭 りはや って こないのです。負欲が共 同体 を破壊す るので

す(75)。祭 りの時が あるか らこそ 日常 がある とエ ジプ ト人は考 える。ハ レの 日と

ケ の 日の時 の秩序 を、貧欲 という悪徳 が破壊 して しまうと言 って いるのです。

　 アスマ ンはその他 に もいろいろな古代エ ジプ トの文献 に出て くる倫理的な教

えを取 り出 して、正義 の問題 につ いて考察 しました。

　アスマンの研究で旧約研究 に大 きな影響 を与えたのは、 「応報(Vergeltung)」

に関す る問題です。先 にも言及 した 旧約学者の クラウス ・コ ッホが、1955年 に

「応報」思想 に関 して爆弾発言 を しま したas>。「旧約の中 に応報思想があ るのか

どうか」 をめぐって大論争を引き起 こしたのです。そ の中で コ ッホは特 に 「箴

言」 に出て くるよ うな 「過去 に こういう ことがあったか ら、 こういう結果 にな

る」 とい う、 人間の先行す る行為 と、そ の結果 とのつなが りにつ いて説 いて い
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る格言 を問題 に しました。 「人の 口の果実 によって、(人 は)よ いもので満た さ

れ る。 人の手 の業は、 自分 にかえ る」(箴 言12章14節)や 「穴 を掘 る者 は、 自

分がそ の中に落ちる。石 を転がす者の上に、(石 が転が り)返 って来 る」(箴 言

26章27節)と いうよ うな格言 は普通 に考 えると応報思想 を前提 にしているよ う

に思われます。 ところが コッホは 「このような格言は応報 を語 っているのでは

ない」 と主張 したのです。ち ょっとやや こしい議論です ので、 ごく簡単 に説明

しますσ刀。 ここで言 う応報 を定義 します と、 「神 が人間の善 い行為 に対 して は

報賞 を与え、悪い行為 に対 して は罰 を与えるはずで ある」 と信 じる立場 という

ことにな ります。 そ うす ると当然、 「何が善で あ り、何が悪 であ るか」 があ ら

か じめ明 らかでなければな らな いとい う事 にな ります。 ここでわれわれの常識

を持ち出 します と、法律 に悪 い事か どうかが書かれて いないような事柄 につい

て権力者が 人を罰す る ことは出来ない という ことにもなるで しょう。そ うでな

い と権 力者 は自分の都合 のよいように、勝手 に人を罰す る ことができる ことに

なるか らです。 これ と同じで神が正義の神であって、人間に対 してその行為 に

応 じて報 いをもた らす というのな らば、人間の行為 の善 し悪 しを判 断す るため

の規範(Norm)と い うものがなければ な らな いはずです。神が人 間に、 た と

えば律法のような形でそ の規範 を明示 して いるか どうかは ともか く、少な くと

も神が 自己 自身に対 してあ らか じめ規範 を定 めていなければな らないはず です。

このような規範 に従 って神様が 人間の行為 を判定 し、よい行 いにはその報い と

して よい結果 を与え、悪 い行 いにはその報 いとして の罰 を下す とい うのな らた

しか に 「応報」 です。 しか し、そんな ことは箴言 では まった く問題 にな ってい

ない とコ ッホは言 うのです。 箴言の格言 においては、 「人間の行為 と、 その成

り行 きとの連関」 のよ うな ものは確か に説かれています。 しか しそれはコッホ

による と 「応報」 ではな くて、 「行 為 一帰趨連 関」 とで も名付 けるべ きものだ

と言 うのです。そ して、それが 「宇宙的な 自然法則 のような ものとして、その

よ うな ことが起 こるのだ」 と箴言 の世界では説かれて いる。 こういうよい こと

をす る と、 こういうよい結果 になる。逆に こういう悪 い事 をす る とこういう悪

い結果 になる。 このよ うな一種 の世界秩序 のような ものが存在 していて、 この

ような秩序 を世界 の背後 で保障 しているのが神様だ と考 えている ことにな りま
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す。 これが コッホの主張する ところのヘブ ライ的な思考方法だ と言 うわけです。

このよ うな主張 は、聖書 の思想 とは異質の一種の運命論である として大 きな反

対意見 を呼び起 こしましたが、コ ッホの主張 には一理 も二理 もあって、簡単 に

は解決 出来ない問題 を含んで いる事 は確 かです。

　実 は これ とよ く似た種類 の問題 が、古 代エ ジプ トのマ ア ト(正 義 ・真理 ・秩

序)に 関する理解 について も起 こ りました。すで に触れ ましたよ うに、従来、

エ ジプ ト学では、マ ア トが宇宙的な秩序、宇宙論的に捉 え られ る世界秩序であ

ると考 え られ、それが女神 のマア トとして表象 され たのだ とい うことにな って

いました。マア トが このような宇宙論的に捉 え られ る世界秩序 なのか どうか を

アスマ ンは問題 に しました。 彼が古 い時代か らひ とつひ とつの文献 を確か めて

得た結論 は、以下のよ うで した。 「マア トの支配」、 つま り真理で ある正義が世

界 を支配するか どうかは、 いわば 「社会状態」 において決 まるのであって、マ

ア トが宇宙を支配す るよ うにと最初か ら定 め られているとい うのではない。マ

ア トが、神話論的 に基礎付 け られて働 くといったよ うな非人格 的な世界秩序、

非人格的に定 め られている運命 のよ うなものか どうか と言 うと、そ うではない。

あ くまでエジプ ト思想のマ ア トの根源にあるのは 「人間の社会 生活 にお ける責

任 ある行為が正義 を打ち立ててい く」 とい う考え方だ というのです。 このよう

な正義や秩序 の観念がエ ジプ ト的 に神学化 される中で女神化 され るわ けで、最

初か ら宇宙 的な秩序 としてマア トが考 え られていたのではな く、長い時の 中で

「社会正義 とは何か、社 会秩序 とは何 か、真理 とは何か」 を問 うエ ジプ トの賢

者た ちの思想的営みの中で、女神マア トに関する観念が形成 されたのだ という

のです。 そのよ うな仕方で、 「マア トとは何か」 ということが 自覚化 されたの

だ というのです。

　エ ジプ トで もイス ラエルで も 「行 為者 に行為 が返 る」 ことが説かれたのです

が、 このような行為 と結果 の連関は、す くな くともエジプ トでは、マ ア トが支

配 して いる世界、 つ ま り　「社会状態」で起 こるので あって、 「自動的 に」起 こ

るように定め られているので はな い。 「応 報」 は非人格 的な世界秩序 に根拠 を

持つのではな く、 あ くまで文明社会 にお ける人々の相互行為 によって基礎 づけ

られ ることにな ります(78)。す でに古代エ ジプ トにお いてそ うであるのな ら、 ま
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してイ ス ラエル にお いてコ ッホが主張 したよ うな意 味で の 「行 為一帰趨連関」

が考 え られて いた とは思えません。

7.「 死者の書」 と旧約聖書

　今述べた こととの関係で最後 に 「死者 の書」 を取 り上げ ま しょう。 この有 名

な 「死者の書」 とい うのは、我 々がふつ うに考える文学作 品 とはかな り違った

ものです。 中王国時代以降、死者 のミイ ラが納め られ る棺桶 の中に死者 の復活

を願 う呪文が記 されるよ うにな ります。 これが コフィンテクス トです。新王国

時代 になって くる と、 「死者 の書」 と学者 が名付 けて いるパ ピルスの巻物 に記

された呪文集 を枢 の中に入れるよ うにな りま した。我々です と新 しい ものが出

ます と、ふつ う古 いものは捨てて しまい、新 しいもの と入れ替 えます。 ところ

が古代エ ジプ ト人は、新 しいものが 出現 して も古い ものをちゃんと保存 して残

してお きました。そのためにこの呪文集 には古 い時代 の呪文 も新 しい時代 の呪

文 もみな入って いる ことにな りました。それで新 旧の呪文が こちゃまぜ に入 っ

た長 い呪文集が 出来たのです。 これが 「死者 の書」 です。 この書 の中で特 に有

名なのが第125章 の 「否定告 白」 と言われて いる部分です。死者は、 「マア トの

二重広間」 にお いて42の 神 々の前で次 のよ うな告 白文 を唱 えるのですcis)

「わ た しは、 不 正 を行 な った こ とはな い」

「わ た しは、 掠 奪 を した ことは な い」

「わ た しは、 貧 欲 だ っ た こ とは な い」

「わ た しは、 何 も横領 した ことは な い」

「わ た しは、 他 人 を殺 害 した ことはな い」

「わ た しは、 不 正 な桝 を使 った ことは な い」

「わ た しは 、神 の もの を横 領 した こ とは な い」

「わ た しは 、 嘘 をつ いた こ とはな い」

「わ た しは 、 食物 を盗 ん だ こ とは な い」

「わ た しは 、他 人 を罵 っ た こ とは な い」
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「わ た しは、 攻 撃 的 だ った ことは な い」

「わ た しは、 神 の家畜 を殺 した こ とは な い」

　 死者 が神々の前で このよ うな長い無罪の告 白を します。 これは単な る呪文 な

んだ、 だか ら 「何 々を していな い」 ということを言 った らお しまいで、無事 に

復活 が許可 されるだ けではな いのか?　 そ う考 えた くもな ります。 しか し、 ア

スマ ンはそ うじゃな いと言 うのです。 こうい う告 白の中にエ ジプ ト人の伝統的

な倫理観が見事 に表明 されて いると見 るわけです。 枢の中に高価なパピル スの

巻物 に書かれた死者の書 を入れ る人は身分の高 い人ですが、死んだ らオ シリス

神 の前へ 出て 申 し開き をしなければ な りませ ん。 マア トの審理 を受 け るので

す(8①。 そ の時 にオ シ リス神 の前で、 生前は ファラオの前 に仕 えた宮廷官 吏が

「私 は、 どこどこの国 との戦 いで、 このよ うな成果 をあげ ま した。だか ら死者

の国で復活させて くだ さい」 とか 「私は宮廷で何十年 もの間、書記 として の務

めを忠実 に果 た し、陛下か らこのよ うなお褒 めの ことば をいただきました」 と

は言わな いのです。 ここには一切 個人の業績 とかは関係があ りません。官吏で

あれば誇 って よいよ うな業務の内容 とか功績、 ファラオ の前で立てた手柄な ど

とは一切関係が あ りません。今、 引用 した箇所は、学者が 「否定告 白のB表 」

と呼んでいるものですが、 ここには人であればだれ もが守るべ き事柄 だけが述

べ立て られて いるのです(81)。

　 こち らが生者の世界、あち らが死者の世界 とい う境界 に死者は今、立 ってい

ます。言 い換 えると、俗なる世界か ら聖な る世界 に入 ろうとしているのです。

古代エ ジプ トでは聖俗 の区別 はは っき りして いたわ けですが、 こち ら側か らあ

ち ら側へ、オ シリス神の統治 してい る死者 の国に入 る時 には、 このような告 白

を して無実が証明されない と入 ることはで きない と考え られて いたのです。

　 と ころで古代 イス ラエルにお いて も同 じよ うな考 え方がなか ったか どうかが

問題にな ります。 旧約 には死者の復活 の思想 はあ りませ んか ら、____,見どこに も

並行 関係 はないよ うに思われ ます。 しか し、俗な る領域か ら聖なる領域に入 る

時 に何が 問題 であったか ということにな ります と、 並行関係が認 め られるので

す。詩篇15篇 、24篇 、 エゼキエル書18章5節 以下な どか ら、 こち らか らあち ら
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に行 く時 には 、 「自分 は こう こ う こ うい う者 で す 」 と宣 言 して か ら入 る習慣 が

あ っ た ことが分 か ります 。詩 篇24篇1節 一6節 を読 んで見 ま し ょ う(8?」。

地 とそれ に満ち るもの、

世界 とその中に住 む者 とはヤハ ウェの もので ある。

まことに、彼は海の上にその基礎 を据え られた。

潮 の上に堅 く築かれた。

ヤハウ ェの山に登 るのは誰か。

その聖な る場所 に立つのは誰か。

手が清 く、心が純粋で、

わが魂 をむな しい ものに挙げな い人。

悪巧みのために誓 わな い人。

彼 はヤハ ウェか ら祝福 を受 け、

彼 を助ける神か ら義を受 ける。

これ こそ彼 をたずね求 め、

ヤコブの神 のみ顔 を探 し求め る者たちである。

　 「ヤ ハ ウ ェの 山 に登 るの は誰 か」 以下 の所 で 問答 が行 なわ れ て います。 これ

は20世 紀 初 頭 の 旧 約 学 者 のヘ ル マ ン ・グ ンケ ル 以 来 「聖 所 入 場 の儀 礼」 とか

「トー ラー典 礼 」 とか 呼 ば れ て き た もの で す(83)聖 域 な い し神 域 に入 る時 、 正

確 にはエ ルサ レム 神殿 の ど この場 所 か は わか りませ んが 、 聖域 と言 われ て い る

場所 に入 る時 に、 このよ うな 問答 が、 祭 司 と巡 礼 者 との間 で行 わ れ た らしい の

で す 。 そ こに誰 が 入 れ る の か 、 一 種 の 資格 審 査 が 行 わ れ て 、 巡 礼 は そ の 時 に

「手 が清 く、 心 が純 粋 で 、 私 の魂 を む な しい も の にあ げ な い(つ ま り偶 像 礼 拝

を しな い)。 悪 巧 み の た め に誓 わ な い」 と告 白 したの で す。 これ よ りも新 しい

テ クス トとされ る詩 篇15篇 では 、祭 司 の問 いか け に対す る巡 礼 の答 えの部 分 が、

「全 く歩 む者 、義 を行 な う者 、そ の心 の うちで真 実 を語 る者 。彼 はそ の舌 を持 っ

て歩 か な い(つ ま り、 あ る こ とな い こと を言 って 回 らな い)。 彼 は 隣 人 に悪 を

な さな い。 彼 は 中傷 を、 隣 人 に対 して 挙 げ な い」(詩 篇15篇2-3節)と な っ
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てお り、 さ らに 「利息 をとって金貸 しをしない」(5節)と もなって います{84}。

古代イ ス ラエル にお いて、神域、聖域 に入 る時 に問答 が行われ、 「こうい う人

だけ こち らへ入れ ます よ」 とい う時、 日常 の倫理 的な事柄が 問題 になって いる

わ けで ございます。我 々も神社 に入 る時、鳥居を くぐって神域 に入る ときにあ

る儀礼 をす る ことになっています。手 を洗 って 口をすす いだ りするわ けです。

清めの儀礼 をや る。 しか し、神社では こち らか らあち らに入 る時、倫理はまっ

た く問題 にな りません。 日本の伝統的な宗教観念では聖域 に入 る時 に身を清 め

るとい う感覚はあるわけですが、 これが 日常 の倫理的行為 と結 びついているわ

けではあ りませ ん。 しか し古代イス ラエル にお いては宗教、祭儀 と倫理 の結合

が見 られ ることは言 うまで もあ りません。預言者たちは 「常 日頃、悪 い ことを

していて、犠牲 を捧げ に来て も無効だ」 と言 ったわけです。そ のよ うな思想の

ルーッになる考え方、 こちらか らあち らに入 る時 に、 これは死者だけに限 らず、

日常的な空間か ら聖 なる空間に入 る時 に、倫理 的な事柄 が問われる という観念

自身は どこか ら来たのか というと、実は古代エ ジプ トか ら来た とい うわ けです。

　 いろいろと述 べて きましたが、 まだまだ これか ら解 明され るべき問題は多 く

あるのではないか と思 います。 古代 エジプ トの宗教 ・文化 を見 た場合、それが

古代イス ラエル と、我々が想像 していた以上に、深 いところでつなが りを持 っ

ているのではないか と考 え られ ます。従来、 旧約学、聖書学はメソポタ ミアの

文 明 との関連 を中心 に研究 され てきま して、古代エ ジプ トの文化 ・思想 ・宗教

と旧約 とのつなが りはあま り考え られて こなか ったのではないか思われ ますが、

現在ではそ このつなが りを考 え直す時期 に来ている と言 うのが私 の見解です。

このよ うな問題提起 を した人物 としてヤン ・アスマンとい う ドイツの優れたエ

ジプ ト学者がいるわけです。なお アスマ ン先生 と少 し話 をした ときに、私 が昔、

ハイデルベルクで神学 を学んだ ことを言 います と、彼は 「ギ ュンター ・ボル ン

カムの一家 と子供 の時か らず っと親 しい付 き合 いがある」 とおっ しゃって いま

した。ボル ンカム先生は、イエスやパ ウロの研究で非常に有名な新約学者です。

そ ういうおつきあ いを持 っているのが アスマ ン先生だ ということを最後 に申 し

上げておきた いと思 います。
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注

(1)本 論考 は、2006年6月10日 に、 同志 社大 学一神 教 学際研 究セ ンター(CISMOR)と

　　 日本オ リエ ン ト学 会 の共催 で 実施 され た公 開講 演会(場 所:同 志社 大 学神 学館 礼拝

　　 堂)に おいて ロ頭 発表 され た ものに相 当の加筆 訂 正 を して、 注 を付 け、 論文 の形 に

　　 整 えた もので ある。 なお文体 は、講演 の際 の 「です ます 調」 に統 一 した。 ほ とん ど同

　　 じ内容 の研 究 発表 は、 すで に1997年12月13日 に京都 大 学基督 教 学教 室 の 「ク リスマ

　　 ス会 」 にお いて 「エ ジプ ト学 と旧約研 究　 　 マア トの解釈 を中心 として　 　 」 と題

　　 して行 なった ことが ある。 内容が あま りにも多方面 に及ぶた めに、 論文 として発 表す

　　 るためには調 べ直すべ き事項 が多 く、 今 日まで文 章化す る ことが 困難 で あった。

(2)『 古 代 エ ジプ トの栄 光　 ナ ポ レオ ン 「エ ジプ ト誌」 図録聚 英』 雄 松堂 、(1988年)。

　　 同 じ主 旨の英 語版 は、The　 Napoleonic　 Survey　 of　Egypt,　 ed.　by　Terence　 M.　Russel

　　 in　two　volumes,　 Ashgate(2001}.

(3>た とえば、 イ ア ン ・シ ョー/ポ ール ・ニ コル ソ ン著 、 内田杉彦 訳r大 英 博物館 古

　　 代 エ ジプ ト百 科事 典 』 原書 房(1997年)、 平 田寛 監修 ・吉村 作 治訳 『図説 世界 文 化

　　 地 理大 百科 　古 代 のエ ジプ ト』朝倉 書店(1983年)な ど。

(4)マ ー ク ・コ リア、 ビル ・マ ン リー著/坂 本 真理 訳/監 修 近 藤二 郎 『ヒエ ログ リフ解

　　 読法 　古代 エ ジプ ト文 字 を読 んでみ よ う』 ニ ュー トンプ レス(2000年)、 秋 山慎 一著

　　 『古代 エジプ ト文 字 を読む事典 』東 京堂 出版(2003年)な ど。 いずれ も西欧 の博物館

　　 に多 く所蔵 されて いる 「供養 文」 の定型表現 が理解 できるよ うに工夫 されて いる。

(5)治 水 ・灌 概 を統 制す るた め に専 制 国家 が 生 まれ た の だ とす るウ ィ ッ トフ ォー ゲ ル

　 　 (Karl　 August　 Wittfogel:1896-1988年)の 学 説 が 代 表 的 。 彼 は ウイ ー ンで 中 国 史 を

　 　 専 門 とす る マ ル ク ス 主 義 の 歴 史 家 で あ っ た が 、 ナ チ ス の 迫 害 に よ って ア メ リカ に 亡

　 　 命 した 。 と こ ろ が この 共 産 主 義 者 は 、 戦 後 反 共 思 想 家 に転 じた 。 この よ う な 彼 の 経

　 　 歴 と も関 係 して1960年 代 に は い わ ゆ る 「ア ジ ア 的 生 産 様 式 」 論 争 が 歴 史 家 た ち の 問

　 　 で 起 こ っ た 。 これ に は ソ 連 型 の社 会 主 義 国 家 が 実 は 専 制 国 家 な の で は な い か と い う

　 　 当時 の 知 識 人 た ち の 疑 念 が 関 係 して い た。 新 左 翼 の 登 場 と と も に こ の よ うな 論 争 は 、

　 　 吹 っ 飛 ん で し ま っ た の だ が 、 私 が 学 生 時代 に手 に した 書 物 の 中 で は 、 ウ ィ ッ トフ ォー

　 　 ゲ ル 学 説 は 幅 を利 か せ て い た 。

(6}Klaus　 Koch,　 Geschichte　 der　A.gyptischen　 Religion,　 Kohlhammer{1993}

(7)Jan　 Assmann,　 Ma'at‐Gerechtigkeit　 and　 Unsterblichkeit　 im　 Alten　 Agypten

　 　 ‐,C.　 H.　Beck(1995Z}

(8)ヤ ン ・ア ス マ ン著/吹 田浩 訳 『エ ジ プ ト　 初 期 高 度 文 明 の 神 学 と信 仰 心 』 関 西 大 学

　 　 出版 部(1997年)、 原 著 は 、Jan　 Assmann,　 Agypten:Theologie　 und　 Fr6mmigkeit

　 　 einer　 friihen　 Hochkultur.　 UTB　 366,　Kohlhammer　 X1991Z}.

(9)H・ フ ラ ン ク フ ォ ー ト、J・A・ ウ ィル ソ ン他 著/山 室 静 ・田 中 明 共 訳 『哲 学 以 前

　 　 　 　 古 代 オ リエ ン トの 神 話 と思 想 』 社 会 思 想 社(1971年)

(10)旧 約 学 者 シ ュ ミ ッ トの著 作Hans　 H.　Schmid,　 Wesen　 und　 Geschichte　 der　Weisheit:

　 　 BZAW　 101(1966>も 、 マ ア トを こ の よ う に理 解 して い る。

㈹ 　 マ ッ ク ス ・ウ ェ ー バ ー 著/内 田 芳 明 訳 『古 代 ユ ダ ヤ 教 』 み す ず 書 房(1962-64年)、
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(12}

(13)

岩 波文庫 か らも出て い る(1996年)

出エ ジプ トとは カナ ンの地 で 起 こった 「社会 革 命 」 なの だ とす るメ ンデ ンホー ル

(G.E.　 Mendenhall>と 、 彼 の仮 説 に対す るN,　K.　Gottwald,　 A.　J.　Hauserな どの

反 論、 修正 な どにつ いて は、 荒 井 章三著 「イ ス ラエル 脱 出共 同体 の辺 境 性」 『キ リ

ス ト教論藻』 第18号(1985年)7-14頁 を参 照。

M・ ウ ォーザ ー著/荒 井章三 訳 『出エ ジプ トと解放 の政治 学』新 教出版社(1987年)

は、 米 国プ リンス トン大 学 の政治 学者 によ る この 「政 治的 ス トー リー」 の近代 政治

思 想へ のWirkungsgeschichte(影 響史)の 叙 述で ある。

(14}A.Erman,　 Eine　 agyptische　 Quelle　 der　 Spriiche　 Salomos" ,　Sitzungsberichte　 der

　 　 Preussischen　 Akademie　 der　 Wissenschaft　 15　 (1924)86ff.;ders.,　 Das

　 　 Weisheitsbuch　 des　 Amen-em-ope.　 Orientalische　 Literaturzeitung,1924,241ff.;

　 　 H.Gressmann,　 Die　 neugefundene　 Lehre　 des　 Amen-em-ope　 and　 die　vorexilische

　 　 Spruchdichtung　 Israels,　 ZAW　 42(1924)272-296.

㈲ 　 この よ う な 事 情 に つ い て は 、 屋 形 禎 亮 訳 「ア メ ン エ ム ペ トの 教 訓 」 『古 代 オ リエ ン

　 　 ト集 』 筑 摩 世 界 文 学 大 系1、546頁 以 下 の 解 説 を参 照 。 こ こ に は 、 両 者 に共 通 す る

　 　 祖 型 を想 定 す る1.Grumachの 学 説 が 紹 介 さ れ て い る が 、 この よ うな 仮 説 は 現 在 で

　 　 は受 け 入 れ られ な い。 後 述 の 「5.箴 言 と エ ジ プ トの教 訓 文 学 と の 関 係 」 を 参 照 。

(16}Hans　 Wildberger,　 Jesaja　 1-12,　BK　 X/1(1972}362-389,436-476.

(17)詳 し く は、 勝 村 弘 也 著 『詩 篇 注 解 』 日本 基 督 教 団 出 版 局(1992年)111頁 以 下 を参

　 　 照 。 詩 篇45篇 、72篇 、110篇 な ど も同 様 の傾 向 を もつ と され る 。

(18)ホ セ ア 書8章4節 で は 、 王 制 を神 の 知 らな い所 で 成 立 した も の とす る。

(19)列 王 記 上7章8節 。

⑳　例 えば、 『新 教 タイム ズ　聖 書歴史地 図』新教 出版社(1993年)の 拙 訳 の部 分、41-51

　 　 頁 を見 よ。

(21)列 王 記上4章 。

(22?箴 言25章1節 には、 ヒゼキヤ 王 の宮廷 で格言集 が編 集 され た ことが告げ られて い る。

　 　 この頃 にはユ ダ王 国の人 口が かな り増 大 して いた ことが考古 学 の方 か らも確か め ら

　 　 れ る。 これは社 会構造 が変化 した間接 的な証拠 にな る。

㈱ 　エ レミヤの預言 を 口述 筆記 した書記 バル クにつ いては よ く知 られて いる(36章4節) 。

　 　 エ レミヤ書36章 の物語 には、 エ レミヤ に好 意 的な態 度 を示 した政 府高 官た ちの こと

　 　 が 固有 名詞 入 りで 記 され て い る。26章 の物 語 で は、 エ レミヤ に死 刑 を求 めた の は

　 　 「祭 司や 預言 者た ち」 で あ り、 「高 官」 つ ま り官僚 や 民 の うち の 「長 老 たち」 は、 エ

　 　 レミヤ を擁護 した と語 られ て いる。

(24)イ ザ ヤ書8章16節 。

(25)列 王 記 上11章41節 の 「ソ ロモ ンの事績 の書 」、14章19節 の 「イス ラエル の王 の歴 代

　 　 誌」、29節 の 「ユダ の王 の歴 代誌」 な どか らも公 的記 録 の存在 が確 認 され る。

㈱ 　 この問題 に関 す る論 争 の概 略 は、 勝 村 弘也著 「知 恵文 学」 『現 代 聖書 講座 第2巻

　 　 聖書学 の方法 と諸 問題』182頁 以下 を見 よ。

{27}G・ フ ォ ン ・ラー ト著/勝 村 弘 也 訳 『イ ス ラエ ル の知 恵 』 日本 基 督 教 団 出版 局
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　 　 (1988年)。

(287S・ フ ロイ ト著/渡 辺 哲 夫 訳 ・解 題 『モ ー セ と一 神 教 』 日本 エ デ ィ タ ー ス ク ー ル 出

　 　 版 部(1998年)

(29)　Hugo　 Gressmann,　 Altorientalische　 Bilder　 zum　 Alten　 Testament,　 Berlin　 and

　 　 Leipzig(1927)

(30)Othmar　 Keel,　 Die　 Welt　 der　 altorientalischen　 Bildsymbolik　 and　 das

　 　 Altetestamen七.　 Am　 Beispiel　 der　 Psalmen,　 Benzinger　 und　 Neukirchner(1972,

　 　 19003

G1>Othmar　 Keel,　 Das　 Hohelied(Zurcher　 Bibelkommentare:AT　 18>(19922);ders.,

　 　 Deine　 Blick　 sind　 Tauben,　 SBS,　 S.114-115,　 Stuttgart(1984)

(32)雅 歌 が 世 俗 的 な 恋 愛 歌 集 で あ る こ とは 、 す で にJ.G,　 Herderが 指 摘 して い た 。 勝 村

　 　 弘 也 著 「雅 歌 　 解 説 」 『旧約 聖 書XIIIル ツ記 ・雅 歌 ・コ ー ヘ レ ト書 ・哀 歌 ・エ ス テ

　 　 ル 記 』 岩 波 書 店(1998年)195-204頁 参 照 。

(33)リ ー セ ・マ ニ ケ 著/酒 井伝 六 訳 『古 代 エ ジ プ トの 性 』(法 政 大 学 出版)、 ポ リス ・デ ・

　 　 ラ ケ ヴ ィル ツ 著/谷 口勇 訳 『古 代 エ ジ プ ト恋 愛 詩 集 』(而 立 書 房)。 英 語 へ の 翻 訳 は 、

　 　 J.B.　 White,　 A　Study　 of　the　Language　 of　Love　 in　the　Song　 of　Songs　 and　 ancient

　 　 Egyptian　 Literature(Scholaars　 Press)Missoula(1978)を 参 照 。

(34)例 えば 、 雅 歌(4章9節 、12節 、5章1節)と 同 様 、 女 性 の 恋 人 を 「妹 」 と呼 ぶ 習

　 　 慣 が エ ジプ トに あ っ た 。 す で に1923年 に 先 に 言 及 し た エ ル マ ン が 両 者 の類 似 に 気 付

　 　 い て い た 。A.　 Erman,　 Die　Literatur　 der　Agypter,　 Leipzig(1923).ド イ ツ 語 圏 で は

　 　 ヘ ル レマ ンの 注 解 が 、 エ ジプ トの宮 廷 文 学 や 図 像 と の 関 係 に本 格 的 な 形 で 焦 点 を 当

　 　 て た 最 初 の 注 解 で あ る 。G.　 Gerleman,　 Ruth,　 das　 Hohelied:BK　 18,　Neukirchen-

　 　 Vluyn(1965)

(35>口 語 訳 、 新 共 同 訳 で は 、 シ ョー シ ャ ナ ー を 「ゆ り」、 バ バ ッツ ェ レ トを 「ば ら」 と

　 　 訳 す 。

(36)列 王 記 上7章19節 で は 「シ ュ ー シ ャ ン」22節 と26節 で は 「シ ョー シ ャ ン」 とな っ て

　 　 い るが 、 同 じ植 物 で あ ろ う。

⑳ 　 Othmar　 Keel,　Deine　 Blick_..=注(31)S.64に は パ レ ス チ ナ の 地 誌 に 詳 しいG.　 H.

　 　 Dalmanの 説 が 紹 介 され て い る 。

(38)講 演 で は 、 エ ジ プ ト出 土 「睡 蓮 の 間 で 草 を 食 む 鈴 羊 」 の モ チ ー フ を示 す 前1190年 頃

　 　 の フ ァイ ヤ ンス 製 の皿 な ど を 映 写 した 。Othmar　 Keel,　 Deine　 Blick._.=注(31)S.

　 　 169の 図 な ど。

33



(39)正 確 に は詩 篇45篇1節 、69篇1節 、80篇1節 は 「シ ョー シ ャ ンニ ーム」、60篇1節

　　 は 「シ ュー シ ャン」 となって いる。

㈲　 ウルガ タ訳 はそ のよ うに訳 す。

㈹　拙 訳で は 「酒 を見 つ め るな。そ れは赤 く輝 き、 杯 の中で き らめ く」 とな ってい るが、

　　 「き らめ く」 と訳 した箇所 を直 訳す る と 「そ の視線 を送 る」。

(42}創 世記16章 のハ ガル の物語 にお いて 「見 る」 と 「泉 」 「目」 等 が巧 み な こ とば 遊び

　　 にな って いる ことにつ いては、 勝村 弘也著 『旧約 聖書 に学ぶ』 日本 キ リス ト教 団 出

　　 版 局(1993年)55頁 以 下 を参 照。

(43)講 演で は、古代 シ リアの円筒 印章。 前1750年 頃 の もの を映写。Othmar　 Keel,　Deine

　　 Blick_..=注(31)s.148の 下 の図。

㈲Kee1,　 Das　 Hohelied二 注(31)S.188.

㈲ 　 例 え ば 、 ツ タ ン カ ー メ ン王 の 墓 か ら出 土 した 象 牙 細 工 の板 で は、 フ ァ ラ オ が 王 妃 の

　 　 差 し出 す 睡 蓮 と恋 な す び の 束 の 匂 い を 嗅 い で い る。 第11王 朝 時 代 のデ ンデ ラ の 小 神

　 　 殿 に は 、 ア モ ン神 が 右 手 で ハ トホ ル 女 神 の手 を握 りな が ら、 左 手 で 女 神 の 鼻 先 に睡

　 　 蓮 を近 づ け て い る。

㈲ 　 講 演 で は、 エ ジ プ トの 「死 者 の 書 」 第59章 よ り 「生 命 の水 を受 け る死 者 」 の 場 面 を

　 　 映 写 。

㈲ 　 講 演 で は 、 エ ジ プ ト、 テ ー ベ 「ナ ク トの 墓 の 壁 画 」(前1400年 頃)か ら宴 会 の 場 面

　 　 を 映 写 。

㈱ 　 GerlemanやKee1以 外 に も、　R.　E.　Murphy(Hermeneia)、 　 J.　G.　Snaith(NCBC)な

　 　 ど最 近 の ほ と ん ど の注 解 書 で 強 調 さ れ て い る 。

(49)D.Romheld,　 Die　 Lehren　 Amenemopes　 and　 Proverbien　 22,17-24,22:BZAW　 184

　 　 (1989)S.72ff.「 宰 相 プ タ ハ ホ テ プ の教 訓 」 に加 えて 「カ ゲ ム ニ へ の 教 訓 」(1,3-7.10)

　 　 と も比 較 して い る 。

{50)屋 形 訳=注(15)506頁 。The　 Ancient　 Near　 Eastern　 Texts　 relating　 to　the　 OT

　 　 (1950)(略 号ANET)の ウ ィ ル ソ ン の 訳(J.　 A.　Wilson)P.412、 お よ びHelmut

　 　 Brunner,　 Die　Weisheitsbiicher　 der　Agypter,　 Artemis　 Verlag(1991)S.114を 参 照 。

(5i)Brunner=注(50)S.104は 、 現 存 す る 主 要 な パ ピ ル ス は 中王 国 時 代 の もの で あ るが 、

　 　 伝 承 は 古 王 国 時 代 に ま で 遡 る こ とが で き る とす る。

(52)「 ア メ ン エ ム オ ペ トの 教 訓 」9・10-14.19;10・4-5。 屋 形 訳=注(15)552頁 、

　 　 Romheld=注(49)S.27ff,　 ANET=注(50)p.422.

(53)Nili.　 Shupak,　 Where　 can　Wisdom　 be　found?OBO　 130(1993}p.297ff.
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64)屋 形 訳=注(15)557頁 、ANET=注(50)p.424、 　Brunner=注(50)S.252.

(55)「 ア ニ の 教 訓 」8・9-10。Brunner=注(50)S.209.こ の 節 を含 む 箴 言16章 とエ

　 　 ジ プ ト文 学 と の 比 較 に つ い て は 、 勝 村 弘 也 「箴 言 に お け る釈 義 上 の 問 題(2)」 『キ

　 　 リス ト教 論 藻 』 第33号(2002年)23-32頁 を見 よ 。

(56)両 者 の 比 較 に つ いて は 、N。　Shupak=注(53)p.42ff.参 照 。

励 　 演 題 は 「一 神 教 、 汎 神 論 、 宇 宙 神 論 　 　 　エ ジ プ ト神 学 の 「一・な る者 」 を考 え る 」

　 　 で1998年4月3日 、 関 西 大 学 に て 開 催 。

(5g}N.　 Shupak=注(53)

(59)Assman=注(7)S.24ff.

(60)カ ー ル ・ヤ ス パ ー ス 著/重 田 英 世 訳r歴 史 の 起 源 と 目標 』 理 想 社(1964年)21頁 以

　 　 下 参 照 。

(61)Assman=注(7)S.28ff.

{62)Assman=注(7)S.58ff,

(G3)Friedriche　 Nietzsche,　 Zur　 Genealogie　 der　Moral,　 in:Samtliche　 Werke　 Kritische

　 　 Studienausgabe　 Band　 5,　dtv　de　Gruyter(1980}5.291ff.

(64)よ く よ く考 え て み れ ば 、 ま だ 起 こ っ て い な い将 来 に 関 して 責 任 を 持 つ な ど と い う こ

　 　 とは 、 神 で な け れ ば 不 可 能 な はず で あ る。 だ か ら こそ ニ ー チ ェは 、 人 間 を 「約 束 す

　 　 る こ とが 許 され る 動 物 」 と定 義 し た の で あ る。 この 約 束 は 人 間 の 「不 確 定 の 未 来 に

　 　 自己 を 結 び 付 け る 能 力 」 と関 係 し て い る。 こ の よ う な 約 束 を 忘 れ な い た め に は 、

　 　 「意 志 の 記 憶 」 が 問題 に な る 。 忘 れ て し ま う と い う の は 、 あ る 意 味 で は 人 間 が 健 全

　 　 に生 き て い る証 拠 な の で あ る が 、 能 動 的 に忘 れ ま い と ど こ まで も意 欲 す る こ と、 一

　 　 度 意 欲 した こ と を意 欲 し続 け る こ と(ein　 aktives　 Nicht-wieder-los-werden-wollen,

　 　 ein　Fort-und-Fort-wollen　 des　einmal　 Gewollten,　 ein　eigentliches　 Gedachtnis　 des

　 　 Willens)が 、 責 任 あ る現 代 人 に は 求 め られ る わ け で あ る 。 し か し 、 これ らす べ て

　 　 が 可 能 とな る た め に は 、 人 間 は 因 果 律 を知 って い な け れ ば な らな い 。 こ う して 現 代

　 　 入 は 、 計 算 可 能 な も の 、 規 則 的 な も の 、 必 然 的 な も の を確 定 し、 そ の こ と に よ っ て

　 　 自己 の 責 任 を果 た そ う とす る の で あ る。

65)Assman=注(7)S.63.

(66)Assman=注(7)S.92ff.に お い て 、 社 会 の 上 位 に あ る 者 か ら下 位 に あ る 者 へ と働

　 　 く原 理 と して の、 保 護 、 分 配 、 慈 善 と下 か ら上 に 働 く原 理 と して の従 順 、 忠 誠 につ

　 　 い て 詳 し く語 っ て い る。 これ が 「垂 直 的 連 帯(Vertikale　 Solidaritat)」 で あ る 。

劒 　屋 形 訳 「雄 弁 な 農 夫 の 物 語 り」=注(15)430頁 以 下 、 他 に 矢 島 文 夫 編 『古 代 エ ジ

　 　 プ トの 物 語 』 現 代 教 養 文 庫(1974年)53-65頁 。

{68)こ の 文 学 作 品 の 写 本 は パ ピ ル ス に 記 さ れ た も の が い くつ か 残 っ て い るが 、 ベ ル リ ン

　 　 博 物 館 所 蔵 のB2と 略 され る写 本 の第109-111行 に 当 た る の が 、 この3行 の こ とば で

　 　 あ る。 この 箇 所 の 原 文 を転 記 す る と以 下 の よ う に な る。

　 　 　 　 nnsfnwzfw

　 　 　 　 nnhnmsnzhnm;`t

　 　 　 　 nnhrwofrn　 `wn-jb
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(69)英 語 では、ANET　 p.407-410.

σ0)Assman=注(7)S.63f.

㈲ 　現 代 日本の薬 害問題 や年金 問題 もこれ と似 て い る面 が ある。

(7の　 「オ ア シス男 の嘆き」 の写 本B1,109行 目にある こ とば 。　Assman=注(7)S.62.

σ3)Assman=注(7)S.69ff.　 N.　Shupak=注(53)S.277ff.「 宰 相 プ タハ ホテ プ の教

　　 訓」545-546行 目 「聴 く者 は、 神 に愛 され る者。 神が憎 む者 は聴 かな い」。264行 目以

　　 下 で は、役 人は 人 々の嘆願 な い し請 願 をよ く聴 くべ きであ る と教 え る。 ここには嘆

　　 願 者 は要求 が全部 実現 しな くて も、 聴 いて も らえただ けで も喜ぶ ものだ と言 う心理

　　 的 な洞察 までが あ って た いへ ん興 味深 い。

σ4)箴 言15章31節 、18章15節 、20章12節 な ど。 箴 言で は教 師の語 る ことば を生徒 が よ く

　　 聴 かな けれ ばな らな い と言 う例 が多 い(2章1節 以 下等)。

(15)Assman=注(7)S.85ff.

(7③　 Klaus　 Koch,　 Gibt　es　Vergeltungsdogma　 im　Alten　 Testament?ZThK　 52(1955)

　　 1-42.旧 約 に応 報 思 想 を認 め る ことは、 常識 で あ って、 近 代 的な 聖書 学 にお いて も

　　 例 えば預言 者 たち は神 によ る応報 を前 提 に して、 罪 を犯 したイ ス ラエル に下 され る

　　 べ き審判 を告 知 したのだ とされ てきた。

σ7)応 報 をめ ぐる論 争 のそ の後 の展 開 につ いて は、 勝 村弘 也著 「応 報か、 行為 ・帰趨連

　　 関か?」 『基督 教 学研 究第18号 』(1998年)1-27頁 を参 照。 さ らにBernd　 Janowski,

　　 Die　Tat　kehrt　zum　 Tater　zurizck‐Offene　 Fragen　 im　Umkreis　 des　Tun-Ergehen-

　　 Zusammenhangs,　 ZThK　 91(1994)247-271.を 参 照。

(781Assman-_注(7)S.66、

σ9)Assman=注(7)S.138に よ る。 「死 者 の書」 の翻 訳 に 関 して は、 石 上玄 一 郎 著

　　 『エ ジプ トの死 者 の 書』 人 文 書 院(1984年)、E.　 A,　Wallis,　Budge,　 Book　 of　the

　　 Dead,　London{1910)Rep.　 ASM　 Press(1976};Erik　 Hornung,　 Das　Totenbuch　 der

　　 Agypter,　 Artemis(1990)な どが ある。

(80)実 は この こ とは、 誰が 記念碑 とな る墓 を立 て る こ とが 出来 るのか と深 く関連 して い

　　 た。 アス マ ンに よる と、 生前 にマ ア トに適 う生活 を した者 だ けが、 墓 を建て遺 言 に

　　 よ って遺産相 続 をす る ことが 可能 で あった のだ と言 う。 「宰相 プ タハ ホテ プの教 訓」

　　 の第5の 教 え(84行 目以 下)に は次 の よ うにあ る。 「も しもお 前が 多 くの命 令 を与

　　 え る指 導的 な地位 にい る男 で あれば 、絶 えず 正 しい行 動 を とるた めに努 力せ よ。 お

　　前 の行 動が誤 りな き もの とな る まで。 マア トは偉 大な り、そ の働 きは存続 す る。 そ

　　れ はオ シ リス の時 以来 、乱 され た ことが な い。 彼 女 の(;マ ア トの)掟 を犯す 者 は

　　罰せ られ る。 貧欲 な者 には、 そ れは遠 い ものに見 え る。 卑劣 さが財宝 をか き集 め る

　　が、 不正(な 者)が(彼 岸 に)着 いた ことも、 長 らえた こ ともな い。 終わ りが そ こ

　　 にあ る とき、 マ ア ト(だ け)が 存続 す る。 そ れ で人 は言 う ことがで き るの だ、 『こ

　　れが私 の父 の所 有で あ る』 と」。 さ らに第19の 教 えには、 「だが、 マ ア トに適 う者 は、

　　存 続 す る。 そ して彼 のふ るまい に応 じて逝 くのだ。 彼だ けがそ れ に関 して遺 言 を残

　　す こ とが でき る。 だ が、貧 欲 な者 には 墓が な い」 とあ る。 アス マ ンは、 さ らに 中王

　　国 時代 、新 王 国時代 の文献 を参 照 して、 死後 の 生が保 証 され る条 件 と して以下 の3
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　 　点 を挙 げ る。(1)フ ァラオ に仕 えて、 生 前 の行為 を記念 す る墓 を建 て る こ とので

　 　きる官職 につ いて い る こと。(2)死 者儀礼 を実行 しうる子 孫が存 在す る こ と。(3)

　 　故 人が 隣人 に愛 され る こと によ って存 続す る社 会 的記憶 が ある こと。 なぜ な らこれ

　 　によ って墓が 人 々 に敬 われ る ことにな るか らで ある。貧 欲 な者 は第3の 条件 を満 た

　 　さな い ので あ る。 遺産 相続 に も条件 が あった。 まず 死 者儀礼 が 可能 で ある こ とが条

　 　件 と され る。 次 に遺 言状 は、宰 相 の いる役所 で公 的 に認知 され、 封 印 され な ければ

　 　な らなか った。 われ われ は古 代エ ジプ ト人 の墓 を呪術 的 な世界 観 の下で 生 きて 来 た

　 　人間 のただ の記 念碑 と考 えるか も知れ ないが、そ うで はない。記念 碑 として の墓 は、

　 　社会 的記憶 を外 的 な形 を とって現在 化 して残 した もので ある。 墓石 の存在 だ けで 人

　 　 を永 遠化 で きる ので も、 不滅 にで きるので もな か った。 故人 の徳、 つ ま りマ ア トと

　 　結合 した故 人 の行 為 とことば が 人 を不 滅 にす るので あ る。 墓 に故 人 の伝 記が 記 され

　 　 る ことが あった の も この ことと関連 してお り、 この よ うな墓碑 にお いては、 墓 の主

　 　が マア トに適 う生活 を した、隣 人 に愛 され る人物、 つま り 「義 人」(jm;hjj)で あっ

　 　 た ことが強 調 された。Assman・=注(7)S.92ff.

(81)否 定告 白のB表 では、 社会 生活 にお ける一般 的 な倫理規 定 の違 反が 問題 にな って い

　 　 るの に対 して、A表 には、神 々に対す るタブー の違 反が記 され て いる。 また、 度量

　 　衡 の ご まか しも問題 にな って いる。

(82」勝村 弘 也著=注(17)89頁 以 下 の注解 を参 照。 死者 の書 と旧約 テ クス トの比 較 につ

　 　 いて は、Assman-_注(7)S.145f.参 照。

(83)Hermann　 Gunkel,　 Die　Psalmen,　 Gottingen(1929)5.102.;Hans-Joachim　 Kraus,

　 　 Psalmen:BK　 Bd.XV/1,　 Neukirchener　 Verlag{1973)5.253ff.,342ff.;E.　 Otto,

　 　 Kultus　 and　 Ethos　 in　Jerusalemer　 Theologies　 ZAW　 98(1986}161-179.;K.Koch,

　 　 Tempeleinlal31iturgien　 and　 Dekaloge,　 in:　 Studien　 zur　 Theologie　 der

　 　 alttestamentlichen　 Uberlieferung(Fs.　 von　Rad　 1961>5.45-60.イ ザ ヤ書33章14-16

　 　 節、 ミカ書6章6-8節 、 申命 記26章13節 以 下 も このよ うな儀 礼 の典 拠 とされ る。

　 　 こ こで言 う 「トー ラー」 は、 律法 の意 味で はな くて、 祭 司の告 げ る具体 的な指 示、

　 　 な い し諭 しの こ とで ある。

(84)詩 篇15篇5節 全体 を訳す と、 「彼 はそ の銀 を、 利 息 を とって貸 さな い。 彼 は罪 な き

　 　 者 に反 対 して賄賂 を と らな い。 この よ うになす 者は、 とこ しえ に揺 らぐこ とがな い」

　 　 とな る。 なお、古 代 オ リエ ン トで は利息 は、 きわ めて 高か った。
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